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昭和 28 年 度 輸 計 報 告 昭和 28 年 度 本 会 会 計 を 次 の 通り 報告 致し ます 。 
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鏡石 の 交代 組織 に 開 す る 熱 的 研究 
AAR GD ¢#8 CD Lone 
Thermal studies on the replacement textures of ore minerals. 
Reaction between CuFeS, (solid) and Bi (liquid)* 
“tr Ww ¢€ (Tsunehiko Takeuchi)** 
AS 6&8. HA HK. (Matsuo Nambu) ** 


Abstract: Pure chalcopyrite (about 6mm in diameter) and metallic: 
bismuth sealed in the same glass tube are heated at temperatures from 
271°C to 700°C for 1~5*hours. Then they are quenched in ice water or 
slowly cooled in the electric furnace and examined carefully under the 
reflecting microscope. 

The results obtained are as follows: 

(1) Chalcopyrite dissolved into Cu,S,Cu;FeS, (or Cu,S solid solution),. 
FeS, CuFe,S, and metallic copper. Between them following four types of © 
crystallographic intergrowth can be observed: 

(a) Lamellar bornite in chalcopyrite, 

(b) Lamellar~banded cubanite in chalcopyrite, 

(c) Lamellar~lattice chalcopyrite in bornite, 

(d) Lamellar chalcocite in bornite. 

(2) Predominant textures resulted from the replacement of chalcopyrite 
by molten bismuth are as follows: 

(a) Emulsion~sea and island type, 

(b) Veinlet~network type, 

(c) Graphic~pseudoeutectic type. 

Emulsions are often observed in the crystallographic direction of 
chalcopyrite,but lamellar or lattice replacement textures appear to be 


less common. 
(3) The formation of bismuthinite may be expressed as follows: 
2CuFeS,=Cu,S+2FeS+S 
2Bi+3S=Bi,S,. | 
Bismuthinite can be classified into the following three types according 
to the positions of crystallization. 
(a) Reaction rim along the boundaries between chalcopyrite and 
bismuth, A 
(b) Idiomorphic crystal in bismuth, 
(c) Island-like or emulsicn in chalcopyrite. 
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後期 唱 出 鉄 物 が 早期 品 出 鉱物 を 変 代 し て 種々 の 共生 組織 を あら ね わ し, Be 

は 両者 の 境界 に 反応 緑 鉱物 を 形成 する こと な, LIELIPBRMETCARS 
れる 現象 で ぐ あ る る 。 じ か し 交代 組織 と いわ れる も の の 一 部 は 離 深 その 他 の 旋 
因 に よ つ て る も 生ずる の さ べ , 銘 石 中 の 組織 が 如何 な る 成因 に よる か の 判定 を 
に わか に 下す こと は 困難 な 場合 が あり , また 反応 縁 鉱物 の 生成 に つい て る も 
多く の 問題 が ある 。 黄 負 鉄 と 蒼 鈴 は 天然 に お いて 種々 の 組織 を な し て 共生 
し , MAO RGR L CREASE EU CW SAli on E CARA 
BIVTW Bo FED CHER E ICRA FH Ic BEE LC ANBAR & FT 
55S, 黄 鉛 鉄 と 蒼 鉛 と は 極め て 興味 ある 鉱物 組合 せ と を という CLE BA 
来る 。 か ゝ る 考え か ら 固 相 , 液 相反 選 実 験 を 行い , 鉄 石 の 共生 と 組織 に つ 
WC, =, 三 の 注 証 す べ き 結 果 を 得 た の で 概 報 する 。 

2 試料 及び 視 験 方 法 

黄 鋼 鉄 は 短 域 県 万 蔵 鉱山 産 の 塊状 を な する も の 及び 秋田 県 阿仁 鉱山 産 の 耳 
附 双 卓 を な する も の と を 使用 し た 。 鏡 下 に 不純 物 を 含ま な いも の を 択 び , そ 
の 分 析 値 は 理 給 値 に 近い り 。 黄 鋼 鉱 の 産地 引 に よる 実験 結果 の 本 質 的 な 差 
FILADO SNE. BEE SAM NE beeen aR 
で 頑 雑 物 は 含ま ない 。 . 第 1 図 加熱 容器 

BE RO RRO LBL 9.75, 4.28 で ある の we 
で HIPRSRRRBR ERE Shc ews eerie | aes 


Dill 


第 1 図 (1) の 如き SBB 硝子 叉 は 石英 容器 に 同 図 | 
(2) の 如く 試料 を 封じ , 加熱 反応 時 に は 同 図 の (3) + 
RS RS 
HAGE 6mm 内 外 の も の を 用 い WERABIO , eg B.S 
燈 融 点 271°C か ら 700°C の 間 で 行い , 試料 を 所 定 の Shee Co HERES 
温度 に ユー5hr 保つ た 後 , 急冷 並 に 徐 准 し た も の に つい て 共 銅 鉄 の 変化 , BE 
蒼 鉛 鉄 の 生成 状態 及び これ ら 相 均 の 共生 関係 を 反射 顕微 鏡 で 観察 し た 。 以 
下 述 べ る と ころ は 約 100 回 行 つ た 実験 の 線 合 的 結果 で ある 。 
3 RINGO ARBRE PICS RA 

黄銅 鉄 は 350°C HR E CHIPS 1S LS > AIH TG ESA 
WICBIEF So iJ 400°C DY O* WHT SZ & SBA TIIC BAR PR, 
© 7.9 DEPITIO % O ASHEAGKO>{ 111} S57 WB ee HER Ee 
格子 状 を 示し て 析出 する 。 (第 2 図 ) 急 准 する と この 組織 は 全く あら わき さ 
1) TAKE, 南部 松 夫 : Borge, 4,74~88, 1948 
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WOO CHBIZE BILE CHS. D> SHAMS 600°C AIRE CA 
外 な く 見 られ る 。 青 紫色 の も の は 低温 の 方 に 多く , 500°C EMT & Fee 
の も の が 多く な り , 両者 が 共存 する 場合 は 鉱 粒 の 中 心 部 に 青 内 色 の も の が 
HET SMM AT 4S 

509°C 以上 の も の に は 徐 冷 する と 鉄 粒 の 極 部 に キュ ユー バ 鉱 GBs Fes 
と 黄 鋼 鉄 と の 画 溶 了 以下 同様 〉 が 薬 片 状 組 織 を 示し て , SEARO {111} 
に そう て 析出 する り 。 (第 3 図 ) 
600°C を 越す と 塊状 乃至 島 状 を な す 斑 鋼 鉱 類似 の も の が CAUSE RGAGR 
DYAK, 以下 同様 〉 が 急 ・ 冷 徐 冷 に 拘ら ず 出 現し , Oh LIRR aac 
褐色 の 格子 を 銀 激 に 減じ , BET SL RRRO ME 0 HE + HORS ORES 
組織 が 出現 し , HLAPERLLO LO DMMNICRAT SLOPE 
IR~KPERO BHR ERAT S. (第 4 図 ) 
£4 700°C で は 不 規 則 境 状 の 磁 硫 鉄 鉄 が 急冷 ・ 徐 冷 に 拘ら ず 析 出し , また 
600°C ょ り は 金属 鋼 が 出現 する 。 

以上 の 変化 は 筆者 等 が さき に 報告 し た 黄銅 鉄 を 単 強 で 加熱 し た 場合 に 
類似 し , すべ て 散 鋼 鉱 自体 の 解離 に よる も の で あぁ つて , 次 の よう に 説明 す 
ZU LBS 

EDD BAGO —MBiatk UW 2CuFeS,=Cu,S+2FeS+S O#N< AE, 
Cu,S IAGO MAIS KGL CERISE BRL = (CuFeS,+2Cu,5= 
Cu;FeS,), ave Cla BeBASK PC YA & NYMBEOUL PC LO CHER 9 SEIT 
PIRES ZS. COBRBREAL YD MBE BS EOZIWERKDOSBLO 
YZEZYUOLBHNS. 600° CET BL PEA LHL 7 LMS AL, 
NZ LOTEO PIC AT BASLE U RBG EAT S. また FeS¥ 
PME AGL DICH L Ck ARIA ANGE IER, 徐 冷 に 
}OCHEAL, 700°C 近く で 独立 相 を な す も の で ある 。 KARMOM Me 
HNZKEL T, CuzS, FeS 等 が 三成 分 系 化合 物 を 作る た めで ある 。 

蒼 銘 の 影響 と し て は これ と 接する 黄銅 鉱 が 優先 的 に 斑 鋼 鉄 化 す る る こ 
と ょ , 解 部 温度 が 装 る し く 低 下す る こと が 挙げ られ る 。 ま た 本 実験 は 封 管 中 
で 行 つ た こと る も 前 の 実験 と は 趣 を 異 に し て いる 。 し か し 黄 鋼 鉄 の 加 許 変 化 
は 極め て 複雑 で あぁ つて , 知 検 討 を 要する 点 が 二 三 に 止 ち な い 。 

著 鋼 鉄 の 低温 変化 の 部 分 に つい て は その 後 熱 力学 的 考察 を 行い , FIC 


I 


鋼 鉱 一 班 鋼鉄 の 工 片 状 ~ 格 子 状 組織 の 成因 に つい て 追 報 し た *'。 高温 部 に 
1) キ *。ー ぶ バ 銚 様 の 析出 は 窓 気 中 及び 鶴 素 気流 中 の 加熱 体 に は 認 の め な か つた 2。 
今後 の 検討 を 期し て いる 。 
2) ABE, 南部 松 夫 : Beppe, 4, 74~88, 1948;6, 47~54. 1950 
3) MABE, 南部 松 夫 : RHE 59, 335, 1953 
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第 2 へ ~10 図 
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つい て は 現存 追試 中 で ある の で 何れ 報告 する こと ゝ し , 2s CERRO 
MSEC FEO CR PERAK, PESAGK—ASAGK, PES GK —PERROK, 黄 鉛 鉄 
— 2 — NGO KE Ark CAG LF ARRAS SR OZ SES RIAL OB CUTIE 
め る 。 


) 4 BMROBMC ESRB 

300~ 500°C CS ERIAIRR (第 5 RD BSH HE Be, DO 
= CTE EBS & BIC ARREARS BERT SZ (第 6 図っ 。 400~500°C 
CLR BO PB SF CHE — ERIC ERO BN BTL SN 72 A 
織 を あら わし (第 7 MB), 600°C FMF YO CIAMMMO AWM He este 
卓 状 を な し て 交代 する 。 BEALE < MET Zt KO — BAKO 
BBL OAENCRMMERE RIVES. MPL BHT SBM 
AE Yin CVA PSA AB FR BASU 25 NER & Ze XS Z7EV> CHIBOIR BG IE ARR AITE © CR 
ち , MRK ZION CRASMAUEL, ARR INKEVBERT 
か つこ れ ら の 滴 は 方 向 性 を 有する こと が 多く , GERERTIORLO“ 
ID BSC, 葉 片 状 組織 に 酷似 する 場合 も ある 。 

5 PEABO MALT OXANS 

HEB SASK 300°C 前 後 ま で 僅 に 生じ , 温度 の 上 昇 と 共に その 量 を 増す 。 
本 鉄 は 蒼 鉛 と 黄 鋼鉄 の 境界 に 反応 緑 鉱物 と し て 生ずる も の , Bhi Am 
する る の , 黄銅 鉄 中 に 品 出 する る の の 三種 に 区 別 す る こと が 出来 る 。 本 鉄 は 
黄銅 鉄 の 解離 に 伴 な うぅ 硫黄 が 液 相 を な す 花 鉛 と 反応 し て 生じ た も の で ある 。 

2 CuFeS,=Cu,S+2FeS+S, 2Bi+3S=Bi,S, 

(1) 反応 緑 鉄 物 と し て 存在 する も る の : 300°C Are CHIL SHLO 
境界 に 被 枚 状 双 は 不 規則 形 を な し て 畑 蒼 鉛 鉄 を 生じ (第 8 MD, 温度 の 上 
昇 と 共に その 量 を 増す 一 方 , 黄銅 鉱 を 基底 と し て 若 鉛 側 に 填 柱 状 乃 至 樹 枝 
状 に 発達 する 。 

(2) BADD: (1) の 状態 の 交 蒼 鉛 鉄 の 発達 が 頭 装 に な る と , 終 
第 2 図 HAGE CAI) M (111) に そう て 析出 する 青紫 色 隆 鋼鉄 ( 黒 〉 420°C Ihr FR 

冷 KCN (20%) cage 

第 3 図 Hews UK) DO (111) e434 CHG S42 -— 7 GK ORE) ARR 

550°C 2hr @YA 

第 4 図 PERG CRE) 中 の 黄銅 鉄 格子 ( 灰 ) AIRES 600°C Ihr. AY 
第 5 図 HG IK) HOMRBOBRER (4H) 320°C Ihr. 徐 冷 


BOM Hee KR) PORBRER (AD 350°C Thr. 徐 冷 
第 7 図 RH ORR) PORMKEH (CA) 450°C Uhr. 徐 冷 
第 8 図 Be (A) LRMR RB) t OMAOBSABIK) 380°C Ihr. ers 
第 9 図 £22 (ED) PORWREAR Ck) 500°C Ihr. 徐 冷 


第 10 図 黄 鋼 鉄 ( 黒 ) 中 の 不 規則 粒状 を な す 輝 准 鉛 鉱 ( 灰 ) & ee CAD 
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(LISS en CELL CRAIC 6 BERL CHET Se 
(第 9 図 ) BBE CIA PIERS OAS ZT c{0001}, a{1120} ss 
々 観察 され る 。 こ の 状態 は 蒼 鉛 と 硫黄 を 硝子 管 に 封じ て 加熱 し た 場合 の 
蒼 鉛 鉄 の 品 出 状態 と 全く 同様 で ある 。 
(3) RRRHOYAO: PRAPAMIIMA Bw Cit bid (1) (2) に 属す 
る も の を 主 よ と する が , S00°C を 越す 頃 よ り 黄 鉛 鉱 中 に 懸 滴 状 蒼 鉛 に 混 じ て - 
島 状 叉 は 懸 滴 状 を な す て 第 10 図 っ 。 
6 @ 括 


(1) 黄銅 鉄 は 熟 解離 に よ ょ つて , Cu;FeS,, Cu,S, FeS, CuFe.S;, Cu を 
AU, 

(a) SESRBK A OBE HAR BERK 
(b) 黄銅 鉄 中 の 工 片 格子 状 キ ぼ ー バ 鉄 

(Cc) 斑 鋼 鉄 中 の 工 片 格子 状 黄 鋼 鉄 

(d) BESSA OBE HR RBG 
SEO hi we AAA & ART o 

(2) FRAGKO BEM £ SAIS LOT ROR ¥ MMA Y WI AB 
Ae 

(a) 脈 状 ・ 網 状 組織 

(b) 懸 滴 状 ・ 島 状 組 織 

(c) 文人 象 状 ・ 擬 共 品 状 組 織 
ET UCBEH RRS DART. 、 

(3) RAP SOSA (2 Se PAGK & MLL Hots CALORIC LOT, dhs 
出場 所 に ょ つて 次 の 三種 に 区 別 出 来る 。 

(a) 反応 緑 鉄 物 と し て 共 鉛 と 黄銅 鉄 と の 境界 に 生ずる も の 。 | 

(b) 共 鉛 中 に 主として 壮 面体 品 系 に 属す る 自 形 を な し て 品 出 する & 

の 。 

(C) FRAGA HVC © BREAT YOO, 

DORR ILAG ANIZ24210 8 bY MSE 8 月 に 豆 つ て 実施 し た も の で ある 。 実験 を すゝ 

め て 下さ きつ な 渡辺 万 次 郎 教 授 並 に 試料 の 一 部 を 恵 生 さ れ た 岡村 俊彰 教授 に 深 甚 な る 
謝意 を 表す る 。 同期 間 中 黄銅 鉄 一 鉛 , 黄 負 鉄 一 亜鉛 , 黄銅 鉱 一 欠 の 組合 せ も に つい て 
同様 な 実験 を 行 つ た の で 別 の 機会 に の べ る 予定 で ある 。 
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AFR UGE & FE O 8 SATE — BS EB SAGER Ah OD BAHIA 
(AIDRUESE 4 RORR II) 


Thermal studies on the chalcopyrite-sphalerite intergrowtts , 
from pyrrkotite deposits in Japan 
(Studies of pyrrhotite deposit in Japan II) 


武 中 俊 = (Shunzo Takenaka)* 


Abstract: Under the ore-microscope, we can find the emulsion texture 
of chalcopyrite in sphalerite from pyrrhotite deposits in the southwestern 
district of Japan,and sometimes it appears in the fine beautiful lattice. 

These textures are interpreted as due to exsolution of a solid solution. 

Writer has made thermal studies on these sphalerite from Motoyama. 
Otani, and Futaba mine, and obtained the results as follows: 

(1) Chalcopyrite emulsion or lamallae in sphalerite from these mines, 
disappears at 750~800°C for 24 hours, irrespectively of their types of the 
‘deposits or their occurences. 

(2) By heating for 48 hours, chalcopyrite tend to diffuse into sphalerite 


“at 600~650°C. 
(3) Chalcopyrite-sphalerite solution obtained by heating at 800°C for 
18 hours, shows the unmixing phenomena by reheating at 700°C for 8 
hours. 


I €@ = 
BAILS ACKARRBRL RO BEM Y を 行い , SOME 
の 共生 関係 を 明らか に し た が , CHeO Pec RBAAAN CORT oe 
鉱山 産 関 亜鉛 鉄 を 反射 顕微 鏡 で 観察 する と 岡 亜 鈴 鉱 中 に 微 油 滴 状 の 黄 鋼 鉄 
が 散 点 し , 時 に は これ 等 の 黄 鋼 鉄 が 規則 正しく 配列 し て 所 請 格 子 構造 を 量 
し て いる の が 見 られ る 。 
筆者 は 顕微 鏡 観 察 の 結果 , これ 等 の 共生 補 造 の 成因 は 従来 の 記載 や - 
と 同様 温度 の 低下 に も と づく 固 落 体 の 離 深 に よる も の と 考え, “NSOR 
床 中 比較 的 容易 に 試料 を 得る 事 が 出来 る 本 山 』 AB RU DCE BILE 
鉛 鉄 を 使用 し て , 固 落 体 の 生成 が 可能 で ある か 香 か , 叉 可能 で ある な ら ば 
加勢 に よる 構造 の 変化 及び 固 沙 体 生成 の 温度 並び に 時 間 を 実験 的 に 確 め る 
と 共に これ 等 と 鉄 床 型 式 と の 関連 性 を 検討 し , 本 邦 磁 硫 鉄鉱 々 麻 の 生 成 温 


~— 


* Wok TIER BEAR 
1) 武 中 俊三 : Bm 37, 229~236, AA 28 

2) A. B. Edward; Texture of the ore minerals. Melbourn, 1947 

3) P. Ramdohr; Erzmineralien und ihreVerwachsungen. Berlin, 1950 
4) P. Ramdohr-Schneiderhéhn ; Lehrbuch der Erzmikroskopie. 

5) 


滝本 清 , 港 種雄 , MBS: 水曜 会 誌 , 12, 3, 1952 
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ERE LOBE LU CHER EF OK 
Il tate to seHbaE CER 
se 1 & 2 


ASSLIUPEPSE RABID, 4 格子 構造 を DUBE SE LUPE PSA SAA CD BK BS 
TRS BSGK CAE) R90 に 交叉 し て Fa x100 yy ERK 
いる 。 x240 jee TRASK - 


供 試 々 料 は 上 述 の 本 山 , AA RUMI BEAR HALO 
SOB, これ 等 の 録 床 中 の 鉱石 鉱物 の 産 状 に つい て は 既に 発表 し た 。 即 
もち 関 亜鉛 鉄 は 肉眼 的 に は 磁 硫 鉄鉱 , 硫 克 鉄 鉱 , ERGA, 方 鉛 鉄 と 互 に 組合 
つて 産 し , REG CIN GRt S ¢ PHOS Hic BRO BH 
SBMA LT SBA CE 2B), 即ち emulsion” 又は mottled 
texture を 未 す 場合 と 方 向 性 を 有 し 規則 正しく 配列 する 場合 と に 大 別 さ 
れ , 後者 は さら に 攻 負 久 が 直線 的 に 可 成 り 細 長く 発達 し , 平行 性 を 保つ て 
いる 場合 と 割合 に 太 短 い 薄 工 状 の 黄 鉛 鉄 が 二 方 向 に 配 狼 し , これ 等 が 互い 
VRE 60" で 交錯 す る 場合 及び 第 1 図 の よう に 写 い に C0° See 人 
と が 観察 され る 。 
Sle BOM, 産 状 及 び 共生 構造 (共生 構造 は 反射 頭 徴 鏡 観察 に よる ) 


ra 地 | 産 HR cae: Oba uae 
PULL «= 本山 鉄 山 | 接触 鉄 床 (中 生 JB) | BRR 平行 線 状 
AUR 大 谷 鉄山 | BRAABAPE Gi 生 FD | 微 油 滴 状 909 格子 状 」 
兵庫 県 双 到 鉄 山 | 鉱脈 (第 三 紀 層 ) う | 復 油 滴 状 平行 線 状 Compe 


Ill 試料 の 調整 及び 寛 答 方 法 


各 伝 山 産 別に 肉眼 的 に 関 亜鉛 鉄 を 多量 に 含む 鉄 石 を 選び , Fea ELT 
ASL CLES L CHAK k SFLEHE HEM LB, Cine admm 前 
PORE C, BAS RSA LT 


4,2) A.B.Edwards; Texture of the ore minerals. Melbourn, 1947 


Fo UR ay 129 


"REMI AO MRA OMSL mmo EOC 
FIP 0 BIS, BAL BIZ 試料 を 封入 し た 前 記 石 英 管 を その ま > ERT 
"に 収め , ご れ を 電 4 Ra 
By, BE BAP OBHIL IES 

温度 測定 に は 百人 金 一 白金 ロジ ウム 許 電 対 を , ‘ie — 一 定 に 保つ た め に 
は 対 時 定 速 自動 温度 調節 計 を 使用 し た 。 か くし て 熱処理 後 ,, RHA 
Hid Ct, 研 魔 し 反射 頭 役 鏡 下 , WEL Y SPAM CHALE. BOOBY 
シン シズ の 倍率 は x325, x40, x810 の 三種 を 適時 使用 し た 。 


IV RAR MICSS 
1. AAGKINCELARGASE 
河 山 及び 金谷 鉄山 の 場合 10hrs. 以内 で は 750°C 以上 に 加熱 し な いと 
変化 は 認め ちら れ な か つた の で 一 応 18hrs. 及び 24hrs. を 標準 と し た 。 
24hrs. 加熱 の 場合 : 00~650°C で は 苑 ん だ ど 変化 は 認め られ な い が 700°C 
で は 栗 分 吸収 され る 傾向 が 認め ちら れる 。 更 に 800°C で は 完全 に 消失 する 。 
次 に 加熱 温度 を 800°C に 保つ た ま ゝ 時 間 を 短縮 し て 13hrs。 ge ge 


HAL, 第 4 図 の よう な 結果 を 得 た 。・ les 
= DI ETON EMAL RTE LC Be Set 
DEO A 24hrs. で は 800°C CHAILEPBALE Gee tees 

成す る 事 が 判 細 し た の で , MERE Fhiscney a ned 

きら に 低い 温度 で 消失 する と 予測 し て 次 に 48hrs. 加熱 を ae 
GAS AAG LB 


48hrs. tiZto#es 800°C 18hrs. 


A は QAhrs La A =f oie ea mer «240 

a) 400~! 00° G Git 424nrs. DE EE と 同様 1 永 Dial ae ey 変化 は Fie PTO iemgk 
DM SEMEZW. BLDG Db IL} 
Ba rine 2) EM Bees 


れる が 大 部 分 は 依然 原形 を 保っ つて いる 。 
c) sO A me 
URES (第 3 図 参照 ) 。 
d) 750°C で る 殆 ん ど 700°C の 場合 と 同様 
で 大 き な 変 化 は 認め らち られ な い 。 FEO TATA 
会 録 山 産 700°C 時 間 を 2 倍 に 延長 し た 場合 , 650°C 附近 で 
. 48hrs. 加熱 x240 jae 変化 の 兆候 が 認め られ る の で 24hrs. MAD 
場合 より 征 々 低温 で 固溶体 が 形成 すら れる 事 が 予測 され る 。 獲 徴 油 滴 状 の 


1) EAI, 水 嘱 会 誌 。 12. 3 1952 
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SE RASK L REAR BH BA D BE SIGE AR CREA eS Me ee 
は 認め あれ な we ° -- oe 

2. 本 山 鉄山 産 因 和 亜鉛 鉄 

本 山 鉄 山 は 鉱床 型式 が 大 谷 鉱山 と 同一 型 に 属す る の で , 大 谷 鉄山 の 実験 
結果 を 一 応 考 慮 し , 550°C 18hrs. 加 許 後 観察 し た が 変化 が 認め らち られ な か つ 
た の で , 以後 24hrs. を 加熱 時 間 の 標準 と し , 550, 600, 650, 700, 750, 
800°C の 各 温 度 に 保持 し て 実験 を 行 つ た 。 そ の 結果 は 550~600°C で は 大 
谷 と 同様 に 変化 な く , 650~700°C 附近 で 僅か に 吸収 され る 傾向 が 認め ら 
れる が 猫 原形 を 保つ て いる 。 : 

さら に 750°C で は 急激 に 吸収 が 進み 8~9 分 通り 消滅 し , 800°C で 完全 
に 消滅 する 。 

次 に 600°C 及び 650°C で 48hrs. 加熱 を 行 つ た が , 600°C で は 全く 変化 
せ ず , 650°C で 箱 々 変化 の 傾向 が 認め ちら れる に 過ぎ な い 。 

以上 の 結果 か ら 本 山 の 場 合 , 24hrs. 加 圭 の 場合 は 750~800°C GX 48hrs. . 
の 場合 は 生 々 低温 の 650~700°C 附近 で 固 落 体 を 形成 する よう に 思わ れる 。 

3. SBE | PAPA ENA 

6~18hrs. 加熱 で は 800°C 以 上 で な いと 変化 が 認め られ な か つた 、( 第 6 図 
の で 双葉 の 場合 も 条件 を 一 定 に する た め に 一 応 24hrs. 加熱 を 標準 と 

温度 を 400~800°C で 実験 を 行 つ た 。 

“bane : 400~600°C 附近 で は 殆 ん ど 秦 化 は 認め られ な い が 
第 6 図 6502 680°C で は 
僅か に 吸収 せら れ 
て 一 部 消失 する が 
大 部 分 は 依然 と し 
て 原形 を 保つ で いい 
る 。( 第 5 図 参 照 ) 


SCHELL 鉄山 導 700°C 附近 で は 
600°C 24hrs. Ane 600°C igins. pn ec Lu DIK 2% Oe 季 . 
JERK & Pee L CAE ILE 、 と 比較 じ て 始 ん ど 変 化 は hey 
られ な eSB られ な い 。 NR (AIBA EYHRL, 


MMO NAV. X405 jhe Biz 800°C Dh & 
CL TENS BAG IAIRL, 均一 な 単 一 相 と な る 。 
以上 は 24hrs. 加熱 の 場合 て ある が , oh YR MAT HIF, RO 
800°C k ) Bic hii CH — 7k Mo BZ ECHBA ら こ の 目的 で 次 に 
加熱 を 試み た 。 A 
48hrs. 加熱 の 場合 ・ 400~500°C 附近 の 温度 で は 全く 変化 は 認め られ な 
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Cy 

arta Pe 

ae by ® se 
ae 4 


SUSE PE 
650°C 48hrs. 
1z 以下 の も の は 消 
失 , Hooked 
細長 く 延び て 変形 
LTS, x240 


する 傾向 を 有 し , 
長く すれ ば ぼ 700°C 


い ぃ が 600~650°C で は 次 第 に 消 滅 し , 第 7 図 の よ ょ うに 
MAIC ERTET ZORBM ENS}. . | 7 
700°C 附近 で は 第 8 図 の ょ うに 完全 と は 云え な い が 9 分 


通り 消 江 し て いる 。 猫 800°C 18hrs. 加熱 を 試み た 所 第 9 


BIO FEAR LK 

以上 の 結果 18hrs. で は 800°C 以上 で な いと 消失 し な い 
黄銅 鉄 る , より 第 8 図 第 9 図 
REED 48 
hrs. ja THE , 
700°C で る も WHA 
加熱 時 間 を 充分 
DLE CORT 


る 事 が 予測 され る 。 ; 
"し か し 48hrs. 加 熱 で る 全然 変化 の 双葉 鉱山 産 700°C SUE GK BE 


認め ちら れ な か つた 


48hrs. ABHsIk 。 800°C 18hrs. 加熱 


400~550°C で 
0 0 Gc x は の 徴 粒 は 始 ん ど 消 で 黄 鉛 鉱 粒 子 は 完 


加熱 時 間 を 延長 し て る も 変化 は 認め ら 失 し て いる x240 全 に 消失 x405 
れ な いと 推測 する が この 点 に 関し て は 猫 今後 実験 に よ つ て 確認 する つる もり 


CHAS 


N. W. Buerger? 1x 2¢3F)@k— BAER OA SKIEAL [AD BE YATE BE & 350~ 400°C 
と 考え , ZH. Borchert ® (4 550°C } SHEL Tir ZB BEGKK PE 
の 黄 鋼 鉄 一 関 亜鉛 鉄 共生 体 の 場合 , 前 者 より 可 成 り 高 く 後者 に 近い 値 が 予 
EN So 叉 鉄 床 の 型式 に も と づく 郊 溶 温度 の 差異 , 即 も 接触 鉱床 に 属す 


第 10 図 


BSA EE 
800°C 18hrs. で 前 掲 


る 本 山 及 び 大 谷 と 伝 脈 に 属す る 双葉 と の 章 に も 頼 著 
な 相違 は 認め られ ず , 生成 時 期 に る も 殆 ん ど 関 係 し て 
いな い 。 これ 等 は むし ろ 生 成 条 件 , EVE RAG TT A BL 
RANE ERGOE, & OME aE 
れる 黄銅 鉱 成分 の 量 に 帰還 する も の と 老 えら れる 。 
第 10 図 は 800°C 18hrs. で 一 度 黄 鋼鉄 を 完全 に 消失 
せしめ な た 後 , 650°C 8hrs. 保持 し て 得 ら れ た 黄銅 鉄 
第 格子 の 再現 で ある 。 


9 MO 3 RMF 

を 消失 せしめ た 後 650°C V 要 約 

6hrs. 保つ て 得 ら れ た ; 

AS AMAT OBR AB REERGRGE % PRB D FEB SA ES Hh EO GRIEAE AD Tho 


% 405 


PLAOGRE BMT SL 


— 


1) Am. Min. 19, 


525~530, 1934 


2) Chemie der Erde 9, 145~172, 1934 
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1) 24hrs. 加熱 し た 場合 固 深 体 を 形成 する 最低 温度 は 天谷 録 山 800°C, 
本 山 鉄 山 は 750°C, PGES is 800°C で 略 々 同一 温度 を 示す 。 : 

2) 48hrs. 加熱 の 場合 は 大 谷 鉄山 の 場合 650°C CFA LAT 
形 を 保つ て いる が , 本 山 鉄 山 は 650~700°C, srHESE | Ly1x- 600~650°C で 
PALF ILIA LL, 拡散 の 傾向 が 認め られ る 。 | 
3) 双 工 鉄山 産 の 試料 を 800°C 24hrs. 加 圭 し て 一 度 固 落 係 を 形成 し た 
も の を 得 こ れ を 650°C Chr 保持 し て , 黄銅 鉄 の 格子 の 再現 を 認め な た 。 

4) N. W. Buerger は 350~400°C, H.Borchert は 550°C }3€3EU 
て いる が 少く と も 48hrs. 以内 の 加熱 で は 750~800°C 以上 で な いと 固 深 
体 を 形成 し な い 。 

9) 1) 及び .2) に よ ょ つて 加熱 時 間 を 長く すれ ば , 温度 は より 低温 で も 固 
溶 体 を 形成 する 傾向 は 充分 認め られ る が , 時 間 を 変え て も 全く 変化 の 認め 
られ な か つた 550°C 以下 で は 恐らく 固 深 体 形成 は 不可 能 と 思わ れる 。 こ の 
点 に つい て は より 長 時 間 の 加 熟 実験 が 必要 で ある が , Buerger の それ より 
可 成 り 高 くむ し ろ Borchert の それ に 近い 値 が 予想 され る 事 は 前 述 の 通 
り で ある 。 

ARAL MAY LEBER CIO YD OC, 研究 上 終始 御 指導 載 い た 滝 


本 教授 並 に 試料 採取 に 際 し て 御 援 助 頂い た 別府 化学 工業 株 式 会 社 関係 各位 に 厚く 御 
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PEAHSRMOMMSHSS YH 
一 重 鉱物 分 析 の 適用 結果 に つい て 一 


Observations on the southern marginal part of the 
Shinjo Basin (Preliminary report). 
—Results of applied heavy mineral analys's— 


HAA — # (Kazuo Taguchi)* 


Abstract: As a result of field observations in the southern marginal 
part of the Shinjo Basin in 1950, the writer recognized the following 
formations, in ascending order, namely: Karasugawa, Nakagoya, Kusanagi, 
Furukuchi, Mitsumori, Sakegawa, Yamuke, Shimizu, Izumikawa, Funagata 
and Yamaya The validity of these formations was redetermined by means 
of applying the heavy mineral analysis method to the Tertiary volcanic 
sedimentaries. In the tuffaceous sandstone of the Mitsumori formation there 
was found, in general, more than 20 percent of green hornblende minerals; 
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this seems to be a characteristic of the formation. The tuffaceous sandstone 
exposed in the east of Tochiuda, Sodesaki-mura, from its heavy mineral ° 
content was proved to belong to the Mitsumori formation. Below the | 
tuffaceous sandstone just mentioned there is developed an salic pale green 
tuff without normal sediments. This green tuff was previously refered by 
the writer to the Nakagoya formation, but its precise stratigraphic position 
is in need of confirmation. Anyhow, it is noteworthy that no thick normal 
sedimentaries are developed in the eastern marignal part of the basin. 
With the accumulation of further data it is hoped to work out the 
stratigraphical relationship existing between the volcanics characterizing 
eastern marginal part of the basin to the normal sedimentaries developed 
in and characterizing the western marginal part of the same basin. 
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夏 信 未 次 男 教授 の 企図 され た 東北 地方 第 三 系 の 基礎 的 並 に 応用 的 研究 の 
一 環 と し て 筆者 は 1949 年 以来 , HEAL, 西 , 南 縁 部 の 基礎 的 野外 調 
査 に 参加 する 機会 を 与え られ , 継続 し て 今日 に 及 ん で いる が り , MicAsh 
南 縁 部 の 堆積 関係 は 早く か ら 筆 者 の 興味 を ひい て いた 。 そこで 筆者 は この 
堆積 関係 を 解明 し , 赤野 外 調 査 を 裏 づけ る 一 方 法 と し て 一 一 今一つ に は 従 
来 よ り 比 較 的 少な か つた 裏 日 本 第 三 系 の 堆積 岩 々 石 学 的 記載 を 充実 し て ゆ 
こう と いう 考 か ら 一 一 所 調 重 鉄 物 分 析 法 を 取上げ この 地域 の 第 三 系 の 火山 
噴出 堆積 物 及 び 堀 内 油田 RISO aT ARI OWT, 一 応 こ れ を 試み 
て みた 。 未 だ 試料 数 少な く 不 元 分 で は ある が , その 概要 を 述べ 広く 一 般 の 
御 教 示 を 得 た いと 共に , 今後 紫 の 種実 験 を 試み る 人 々 へ の 参考 資料 と も な 
れ ば 幸い と 考え , 敢 て 報告 する 次 第 で あぁ る "。 

本 地域 は 1952 年 , 帝国 石油 株 式 会 社 に より 初 の 内 陸 油 田 と し て 開発 さ 
れ , 一 忠志 人 の 注目 を ひい た 堀内 油田 を 含む 地域 一 帯 で , 本 地域 一 部 の 地 
質 に つい て は 既に 最上 油田 図 幅 **, 大 右田 油田 図 幅 , AAA OSES 


1) 表 題 地域 の 野外 調査 は 主として 1950 年 7 月 ~10 月 に 行い , 特に 地域 東南 縁 部 に 
つい て は 1952 年 8 月 再 調 査 を 行 つ た 。 既 に 次 の 報告 を し た 。 
Bok: 山形 県 新庄 梨地 南部 の 油田 地質 調査 報告 , (PEAC 報 舎 )) 1950 
Ho-: 新庄 委 地 南部 の 地質 , 日 本 地質 学会 東北 支部 12 月 例会 講演 , 1951 

2) RMX OK BLM OM XB 19534108, 全 医 鉱業 大 会 に 於 て 講演 し た も の 
で ある 。 | 
BOK: WAAC RES SH ERB Oe 
に つい て 一 , 全国 鉄 業 大 会 講演 概要 , 1953 

8) BEHE: 山形 県 最上 油田 地質 及び 地形 図 並 同 説明 書 , 1922 

4) PARRA: 山形 県 大 石田 油田 地質 及び 地形 図 並 同 説明 書 ) 1925 
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造 に 関す る 上 床 国 夫 教授 等 の 研究 報告 り , HOB RICK, 地質 調査 
所 炭田 調査 議 報 告 が あり , 比較 的 最近 に 於 て は 帝国 石油 株 式 会 社 諸氏 に 
より 直接 開発 の た め の 詳 細 な 調査 " が 行わ れ て いる 。 


II 地 質 #8 & 


本 地域 の 地質 に 就 い て は 後日 隣接 地域 の 調査 が 進み , 更に 検討 を 加え た 
上 で 報告 し た いと 考え る の で , 赤 紫 の 報 文 の 趣意 も 一 応 の 野外 調査 結果 に 
重 鉄 物 分 析 を 適用 し て どの よう な 再 検 討 の た め の 其 礎 容 料 が 得 ら れ た か に 
つい て 述べ る に ある の で , 地質 全般 に つい て は 略 述 する に 目 ゞ め る 。 ・ 
(第 上 図 参照 ) 
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岩 類 * を 被覆 し て 下位 より , RII? ARZUSeRe eee) 
ee ie (eee ARORK BS, Nie ES ees 
RUA, GURKHA, 押切 凝 灰 質 砂岩 ), BEE (硬質 頁岩 及 
VEKAES), FAS < 下 部 黒色 泥岩 , 上 部 灰色 泥岩 ), 三 盛 層 ORK 
質 砂 岩 及び シル ト 岩 う , GE RAKE EDA), ARE KE 
砂岩 及び 泥岩 ^, 清水 層 CKAVEARUESE®,- RINE CRED 
ma) FEE (安山岩 質 集 塊 岩 及び 春 岩 ), Whe ( 砂 , Bea) の 各層 に 
分 けら れる 。 三 威 層 上 部 より 上 位 諸 層 が 所 調 最 上 麹 亜 炭 層 群 と し て 取扱 ね 
れ て いる も の で あぁ る 。 麗 形 層 及び 山屋 層 の 下位 層 に 対す る 関係 を 除い て , 


l 上 素 国 夫 ; 本 邦 油 田 の 地質 構造 の 研究 (第 2 HO Ayes, 10, 1942 

2) AP 正 ; 山形 県 北村 山 郡 大 右田 町 , LEE, 堀内 附近 第 三 紀 層 の 地質 用 
地形 手記 , 1942 ; 
村井 頁 充 ; 山形 県 最上 西南 部 津谷 , 肘 折 間 の 地質 及 地 形 , 手記 , 1944 
青柳 泉 ; 山形 県 最上 炭田 の 地質 及 地 形 , 手記 , 1944 
井上 光夫 ; 山形 県 最上 炭田 西南 部 の 地質 及 地 形 , 手記 , 1949 

3) 竹原 平 一 , 徳永 重 元 , 今井 功 ; 最上 炭田 尾花 沢地 区 調査 , 未 公 門 , 1947 
WBA; 山形 県 最上 炭田 新庄 地区 調査 , FRZAFI, 1947 
舟山 下 士 , 北村 信 ; 山形 県 最上 炭田 新庄 地区 調査 速報 , HEE, 1947 
徳永 重 元 ; 山形 県 最上 炭田 舟形 地区 調査 速報 , 地 調 炭 速 , 1947 
竹原 平 一 , 河野 連 也 ; 最上 炭田 大 高根 地区 調査 速報 , 地 調 炭 遠 , 1950 
徳永 重 元 ( 他 2 名 う ; 山形 最上 炭田 松橋 , 人 亀井 田地 区 調査 此 報 , 地 調 月報 , 2,1951 

4) 東北 大 の 概 査 報告 (PEAC 報告 1949, 1950) 後 , 帝国 石油 探 鍼 部 の 諸氏 に 
より 記 次 本 地域 内 の 精査 が 行わ れ , その 一 部 は 既に 社内 報告 と な つて いる よう で あ 
る が , 未だ 詳し く 接 する 機会 に 恵まれ ず , 今後 の 公表 を 期待 する 。 

5) —WGHRBLUTHK Mo GN 

6),7) 島川 層 及 び 中 小屋 層 は 前 掲載 告 (PEAC 報 告 , 1980) Cie LCS 
と し じ し て 取扱 つて いた も の で あろ る が ,) 種々 の 理由 か ら 一 応 本 報 六 の 如く 改め る 。 地層 
区 分 の 詳細 に つい て は 別に 新庄 委 地 全線 に 豆 つ て 目下 検討 中 で あり これ ら に つい 
で て は 道 つ で 報告 する 予定 で ある 6 
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REST LA REAM TR OBR DS LO LED COS. 
ERRNO, ©, ©. OCH Lik 3 CHRO BON SRI ERE 
する 草 雑 層 上 部 の 一 凝灰岩 は 肘 折 附近 まで ょ く 追 跡 出 来 鍵 層 と し て 有効 で 
HSM, この 鍵 層 に よ つ て 示さ れる よう に 地域 東南 部 に 行く に 従い 硬質 貢 
岩 を 主体 する 草 雑 層 が 海 次 凝灰岩 及び 凝 灰 角 春 岩 相 に 変り , 上 位 の 古 ロ 
層 相 当 の 黒色 泥岩 ま で が , 凝灰岩 或いは 凝 灰 質 砂岩 っ SES ae 
と が 分 る 

柱状 図 ⑥ に 示し た 富 並 川 流 域 に 於 て は , AE, HOB YO sy 
的 連続 を 欠く こと , 岩 相 及び 層 厚 変化 が 著しい こと な どの た め に 地層 同定 
が か な り 困 難 で ある けれ どる も , 横道 川 流域 ⑥ と 富 並 川 流域 ⑥ の 柱状 図 の 比 > 
BR 東南 方 向 へ の 一 般 的 地層 変化 の 傾向 , 富 並 附近 緑色 凝灰岩 層 中 に 硬質 
頁岩 を 介在 する こと な どか ら 判 断 し て , Dad bd BiH CRE, 
Has, 三成 暦 相 当地 層 の 存在 を 認め る の が 妥当 で あら うと 療 え て いる ぷり 。 
#2 RBA) 

RSE CERLRMORENCE CROME BHD 6 SUWHKEL SORA 
FUR RR ERIC BOC, SPO PBIB BREA SSLLK. 

Hi AZ HR BER ON FPA AC SR tb RD 7 HOSP lz 
くる 上 記 押 切 砂 岩 部 層 か ら 探 取 し た 化石 が 保存 不良 で あつ た が Patinope- 
cten kagamianus (Yokoyama)? と 鑑定 され た の で , 下部 の 火山 噴出 堆積 
物 を 主体 と する 地層 を も 含め て 中 小屋 層 と し た 。 有 所 が 委 地 東南 縁 部 袖 崎 村 
附近 に 発達 する 一 応 三成 礎 と 認め た 地層 の 下位 層 る も 東 縁 部 同様 火山 噴出 堆 
積 物 で る あり, 赤 富 並 地 区 の 火山 噴出 堆積 物 を 主体 と する 地層 や も 岩 質 上 上 
述 の 央 山 噴 出 堆 積 物 と 大 差 な いこ と か ら , CN SKIMMER Me EAL 
する 地層 を 何れ る も 中 小屋 層 と し た 。 従 つ て この 中 小屋 層 に 三成 層 が over- 
lapping し て いる も の と 一 応 解 秋 し た %。 これ ら の 関係 に つい て は 柱状 図 
@@⑦⑧⑧⑨⑳⑯ を 参照 され た い 。 i 

S TCEMO £ FIO EO A CS A/V EB IB Ic = RS OS a ER RIK  S 
と され た が , 西部 より 東 縁 部 へ の 直接 の 地 憎 追跡 が 不可 能 な こと , RRR 
部 に 行く に 従い 火 出 噴出 物 を 増加 し , 閉 し い 岩 相 変 化 の 傾向 が 認め ちら れる 
1) 続い て 述べ て いる 如く , SHERMORE (PEAC #4, 1950, 前 掲 ) で は , 

これ と 人 違 つ た 取扱 い を し た が , この こと に 関し て , 後に 帝国 石油 の 諸氏 か ら 種 々 御 

#4, 御 指摘 を 賜 つ た 。 感 譜 申 上 げ る と 共に 上 述 の 如く 筆者 も 全く 同意 見 で ある ご 

と を 人 附 言 する 。 

2) 本 報 六 で は 上 述 の 如く 草 散 層 と し た 。 

3) 同様 の 関係 が 新庄 盆地 北東 縁 部 に も る ある と され て いた 。 


TRB, BOK: 山形 県 新庄 筆 地 周 縁 部 の 油田 地質 調査 報告 , (PEAC 報告 ) 
1949 
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基づく 堆積 関係 を 再 吟味 する 必要 を 感じ た 。 例 えば 若 し 中 小屋 層 及 び 三 感 


層 と し た 両 層 の 堆積 物 の 岩石 学 的 性 質 に 著しい 差異 が ある な ら ば , EMO 
AREAS A GNC REESE OES G0 


Ill 重 鏡 分析 物 と 斜 長石 成分 の 決定 


これ まで 度々 繰り 返し 述べ て きた よう な 目的 か ら , 未だ 試料 不 充 分 で は 
あぁ ある けれ どる も , 地域 内 各層 中 の 凝灰岩 , BKAWE~Y Vi AKOWT, 
次 の よう な 順序 で 重 鉄 物 分 析 , SRA An% の 比較 や” を 試み て みた 。 

(i) Sampling 第 3, 第 4 図 に 示し た よう に , 既に 述べ た 岩 相 層 序 区 
分 に 従 つ て 陸羽 西 線 沿 線 , 角川 流域 及び 鋼 山 川 流域 を 含む 西部 地域 , Bate 
附近 , 小平 附近 を 含む 中 央 部 地域 , 袖 崎 村 附 近 の 東南 絞 部 地域 の 各地 域 か 
ら 夫 々 標 式 的 試料 と 思わ れる も の を 選ん だ “。 

(ii) 重 液 に よる 鏡 物 選別 法 試料 100gr. を と り , これ を 叩き 砕き その 
4 4 48mesh と 100mesh 聞 の 流 径 や か の も の を 選び 四 分 法 を 繰り 返し て 10gr. 
を 取り , 装置 と し て Br6gger apparatus, 重 液 と し て Acetylene tetra- 
bromide €3H,.Br,; S99 (20°C) % 8 ids CER SAT iOvs, SD 
操作 まで は 従来 か ら 行 われ て いる 方 法 * と 大 差 な い が , 選別 され た 録 物 の 
種類 決定 に は 従来 偏光 頭 微 鏡 下 で 録 物 灯 を その まほ ゝ 鑑定 CB IRE A 
WO) し て いた が , DOOR BL, ・ 赤 鑑定 誤り の 生じ 易い 欠点 が あ 
る 所 か ら , 折角 個数 百分率 の 正確 度 を 吟味 し て る も, 意味 を な さ な い 場合 も 
あり 得る の で , この 点 に つい て 多少 工夫 を 施し た 。 

即ち 選別 され た 鉱物 粒 を parmanent mounting で あぁ る 薄 片 に し て し ま 
う の で ある“*\。 これ は 普通 の 鉱物 薄 片 を 観察 する の と 全く 同様 で あり 従 つ 
て 鑑定 は 極め て 容易 と な る 。 併 し 従来 の loose sand を 薄 片 に 仕上 げ る 方 
法 で は 多量 の 試料 を 要 し , それ で な く て る も 選別 量 の 少な い 重 鉱物 粒 に は こ 


1) AEE ORS BMUNS kok, L > TEHIRen LE, 
2) Sampling (ZOU CIDR BAIR URW LBA TOSS, 筆者 は ま づ 
"各層 の 同定 に 役立つ 著 し い 定性 的 事実 を 期待 し た 。 
3) この 粒 径 の も の が も つと る も 適当 で ある と いう の で は な く , HERO Tyler’s 
standrard sieve を 利用 し た まで で ある 。 
4) 普 運 に 用 いら れる ブロ ム フ オ ルム より 遥か に 安価 で あり , 使用 の 不便 さる ない 。 
5) 。 還 鉄 物 分 析 に 必要 な 予備 的 操作 で ある HCI に ょ る 試料 の 処理 ) paniing OF 
8, 分 別 粒 径 の 選定 等 に つい て は 省略 する 。 我国 で は 最近 東京 大 学 工学 部 石油 工学 
BHT E RIC Lk SMO OBS MDH ICBRS SH CHEER) DHS. 
6) 化学 分 析 等 の 試料 に 再度 使用 する に は 不便 が ある 。 
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の 方 法 は 用 いら ちら れ な い 。 そ こ で 先 づ 選別 され た 鉱物 灯 e を デッキ グラ ス 上 に 
蒸溜 水 を 用 いで 2. 休 の 鉄 物 粒 が 重なる こと の な いよ ょ よう 適当 に 散在 させ , そる - 
OES MRS2S (適当 に 熱 す れ ぼ 短 時 間 で 東 燥 する ) う 。 これ だ け で 鉄 物 
潤 は デッキ グラ ス 上 に 附 着 し , グラ ス を 倒 に し た 位 で は 動か な いよ うに な 
る 。 一 方 カナ ダバ ル サ ム を 普通 の 薄 片 仕上 げ の と きよ り 多 少 硬く な る 程度 
まで 焼い て お き , これ を 鉱物 粒 の 附 着 し て いる グラ ス 表 面 上 に 一 気 に 平 に 
な る よう 注ぎ 被覆 させ て 放置 する 。 こ の バル サム 面 を 普通 薄 片 の 仕上 げ と 
同様 に すり 減ら し て 適当 の 厚 さ に すれ ば よい 。 即ち 語 面 の み が す り 減 ら さ 
れる こと に な る 。 こ の 方 法 を 用 いる こと に より 鉱 物 粒 の 鑑定 は 極め て 簡単 
に 且つ 正確 に 行う こと が 出来 る り 。 

次 に mechanical stage を 用 いて 各種 鉱物 毎 に 個数 を 算 え , 総 個 数 300 
400 ヶ 算 え た 。 そ の 結果 は 次 に 示す よう な 重 鉱物 種 の 個数 百分率 で 素 わ し 
tas 


第 3 図 新庄 盆地 南部 各 赴 出 面 の 重 鉱物 組成 OH 舗 長 石 An%) 
SSR eR MS MOR AAMS! F F 分 [BRM ast BA [ARRA [ans | Riee bm [se | meen] SAE | 


[a 
Cl We Ea ae se Bea Ras 


1. 陸羽 西 線 治 線 2. 角川 流域 3. 銅山 川 流域 
4. DEER LE 5. 富 並 川 流域 6. 補 崎 村 近 傍 


第 4 図 堀内 油田 RI 号 井 コア ー 重 鉄 物 組 成 


Ba Beh. |e & 96 [eens Bl Baha HRA at m & ‘lanl Rothe mm % 
‘ aL 


1) COMALICO CHABAD, 御 援 助 を 賜 つ た 石工 手 阿部 久 九 兵 工 , 松崎 
頁 夫 の 両氏 に 感謝 する 。 
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IV 分 析 結果 


(第 3 園 に つい て りこ の 図表 に 明か な よ ょ うに 現在 の 所 , 一 応 次 の 諸点 
が 指摘 され る 。 ; 

a) 三 感 層 上 部 及び 鮭川 層 が 稚 方 交 石 と 緑色 普通 角 隊 石 に 特徴 づけ ら 
NSo fENBIs— He LAC 2 種 鉄 物 を 20 % 以上 含む が 三成 層 は 籍 方 頑 
石 含有 量 少な く , 多い も の で る も 6 96 を 越え な い 。 然 し 緑色 普通 角 了 石 は 
何れ も 20 % 以上 を 越え 著しい 特徴 を 示し て いる 。 こ ゝ で 小平 背 斜 近傍 
の も の の み が 多 上 少 異 な る 分 布 値 を 示し て いる が , 岩 相 変 化 に よる も の か , 
岩 相 区 分 の ずれ に よる も の か , 或いは それ と る 同一 地層 内 で この よう な 
人 鉄 物 量 比 の 分 布 範囲 が 普通 に ある の か 再 検討 を 要 し ょ う 。 人 刊 し 野外 調査 
で は 小平 附近 の 砂岩 は 陸羽 西 線 附近 の も の より 遥か に 石英 粒 に 富ん だ る も 
の と な り , 岩 相 変化 に よる も の と 観察 され る 。 富 並 附 近 の 三成 層 上 部 の 
DIL OW CLEA BA HLO HRN & ERT BO LBA TW So 


b) SHES, PhBEBHORKR Ans SEORBE ANA 
Boi on, 特に 三成 層 上 部 , BBC HR LCA ARAM Beat 
な い 点 が 注目 され る 。 | 
(i) 第 4 園 に つい て これ は 帝国 石油 株 式 会 社 堀内 油田 RR.I 号 井 の コ ア 
一 柱状 図 に よ つ た も の で , 重 鉱物 分 析 を 行 な つ た の は コア ーー 中 の 凝 灰 質 部 
分 7 ヶ所 に つい て ゞ ある 。 

緑色 砂岩 と され た も の は 明か に 三成 層 上 部 の 特徴 を し て いる 。 灰色 頁 
岩 , 黒色 頁岩 と され た も の の 中 の 漢 灰 質 部 分 が 少量 の 黒雲 母 或 い は 角 関 石 
を 有 し て , BH POTH ERWHDERWS Lik, 後述 する よう に 注意 を 
要する 。 : 

HPO oe UT Yap? Web < SOR LESH OS PRC RT 
る 凝灰岩 一 凝 灰 質 砂岩 に 相当 する も の と 考え て いる 。 

(iii) 斜 長石 の An 成分 に つい て NRA An 成分 は 三成 層 に 属す る 
も の が 大 部 分 Any~Any, を 占め , 中 小屋 層 , BHBOCOL Y bey 
An % に 富む よう に 見 え ; 最初 有力 な 手がかり が 得 ら れ さ うに 思わ れ た が , 


1) 一般に は 磁 鉄 鉄 , 黄 鉄 鉄 等 の 比較 的 含有 量 の 多い 鉄鉱 物 は 取り 除い て 比較 する の 
が 普通 で ある が , これ ら の 鉱物 が 地層 同定 の 何ら か の 手がかり に で も な れ ば と 才 
え , 了 敢 て 選別 を 施し た 。 又 将来 は , 今回 比較 の 対称 と し な か つた 軽 鉄 物 に つい て る 検 
討 す べき も の と 考え て いる 。 億 こ の 表 に は 普通 煙 石 の 記載 が な い が 洗 染 変 質 等 の 
た め 筆 者 が 不明 鉱物 と し て 挙げ た も の の 中 に 含め られ て いる 席 玉 あ る 。 

2) 帝 石 で は 後に この 呼称 を 改め た と の こと で ある 。 
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表 の 如く 多く の 試料 を 扱う に つれ り An% に ょ る 差異 を 論 io SO EVLA 
で あり , TO Chats t LD CRARARS OLB AL, ある 傾向 を 指摘 する 
こと は 今 の 所 困難 で ある 。 


V 分 析 結 果 か ら 考 察 さ れる 諸 問 題 


上 述 し た よう に 三 盛 上 部 が 緑色 普通 角 関 石 に より 特徴 づけ られ る こと は 
著しい 事実 で ある が , 筆者 が 先 に 一 応 三 盛 層 下部 と し て 報告 し た 盆地 東 
南 縁 部 袖 崎 村 土 羽田 東方 に 発達 する 凝 灰 質 砂岩 層 が , 上 述 の 如き 特徴 ある 
SHS ERROR MRR EBL, Sai Ly SRI Sm LAA 
EB? され た こと は 注目 に 値する 。 こ の 凝 灰 質 秘 岩 層 の 下位 に は 淡 緑 色 
理 長 質 の 凝灰岩 層 が 厚く 発達 し , 今 の 所 下位 に 正規 堆積 物 を 認め て いな い 。』。 
既 述 し た 如く 前 報告 で は この 緑色 凝灰岩 層 を 中 小屋 層 ど と し て 取扱 い , =H 
層 が この 上 に overlapping し て いる と し た 。 然し な が ら こ の 緑色 凝灰岩 
層 を 中 小屋 層 と 同定 すべ き 根 拠 は , 分 析 結 果 の 殴 で 疲 べ た 如く , BOM 
成 , 和 倖 長 夏 成 分 に よ つ て 中 小屋 層 , BH)8, 古 唱 層 中 の 火山 噴出 堆積 物 を 
CE EO Rl cate t 

1) 関係 の 明らか な 他 地 域 か ら の 地層 追跡 を し て いな い 。2) 地域 西部 
a inde olan 東部 に 行く に 従い 大 山 噴 出 物 
が 増加 し , 火 成 活 動 が 上 位 層 迄 及 ん で いる 事実 が 認め らち られ, 大 山 噴出 堆積 
物 を 主体 と する 地層 を 直ちに 中 小屋 層 と する こと は 念 険 で ある 。 3) Hy 
砂岩 部 麻 (中 小屋 暦 ) か ら 探 取 し た 化石 が 保存 不良 で あり 再 検討 の 要 が あ 
る 。 そ の 他 の 古生物 学 的 資料 が 不足 し て いる 。 

従 つ て 上 和輝 し た 種々 の こと か ら 改 め て 次 の 諸点 が 考慮 され る べき だ ら 3 う 3。 

1) 盆地 東南 扶 部 の 中 小屋 層 と し た 凝灰岩 層 は 草 漆 層 , 古 口 層 に 相当 す 
る も の を 含み , HH, HOBOMRA SG, 黒色 泥岩 と は 同 塗 異 相 で ある 。 
少な く と る も 本 地域 近傍 に は 不 整 合 関係 を 認め 得る 程 の 基盤 上 昇 運動 は 影 
せ ず , 単なる 同 準 異 相 と 考え られ る 岩 相 変化 に 過ぎ な い 。 

2) FAURE SRB MO LARC, 前 報告 が 通り 三 
盛 層 が 中 小屋 層 に (或いは 精々 曹 棒 層 位 まで に ) overlapping し て いる 。 


1) _ 実際 に は 約 50 ヶ 以上 の 試料 に つい て 試み て いる 。 

2) 田口 一雄 ; 前 提 CPEAC 報告 ) 

3) " 上記 報告 の 際 , この 凝 灰 質 砂岩 層 を 三成 層 と 同定 する に は , 前 に 述べ た よう な 理 
由 か ら , 少な か ら ず 困難 を 感じ た 。 

4) HOM; 7 前掲 9 (PEAC #5) 
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即ち も 上昇 運 動 に 伴う か な り 大 規模 な Ee oie, su Mes 
RE, GO BASH MERE BA Do - 


3) ARES LAE ENC PRO CARE BL, 各層 が 下位 層 に 
Yay overlapping する 。 少な く と る も 中 小屋 層 に の み 三 盛 層 が over- 
lapping し て いる と いう 風 に 限定 し な い 。 同 時 に この よう な 上 昇 地 区 は 識 
烈 な volcan'sm を 伴い 下位 層 か ら 上 位 層 まで 殆ど 火山 噴出 堆積 物 に 占め 
られ 正規 堆積 物 を 欠如 する 。 


さて 人 然 ら ば 上述 の どの よう な 環境 に あぁ つた か を 決定 する こと は 実際 問題 
と し て 仲 々 困難 な こと で ある 。 併 し 盆地 東 終 部 舟形 村長 尾 附 近 に 発達 する 
長尾 泥岩 り 下部 の シル ト 質 部 分 に は 盆地 北東 絞 部 主 寝 坂 附近 の 化 右 動物 
BE) に 対比 出来 る も の が 認め られ る と の こと で あぁ あり, これ を 鍵 層 と し て 
追跡 する こと に より , 叉 上 述 し た 如 ぐ 押切 砂岩 部 層 か ら 探 取 鐘 定 さ れ な た 
Patinopecten kagamianus (Yokoyama) は 保存 不良 , 企 問 符 付 の も の で 
あり, 更に この 砂岩 部 層 中 の 化 右 を 探 取 検討 する こと に より , MReHR 
CO URE ER 紫 の 問題 は 自然 に 解明 し て 

行け る も の と 信ずる 。 

RR Ey 
の と 予想 さき され, 従 つて 押切 砂岩 部 層 は 中 小屋 層 と し た 層 位 上 の 位置 より 居 
か 上 位 に くる 可能 性 が ある 。 押切 砂 岩 部 層 の 化石 が 従前 通り 中 小屋 層 に 対 
比 さ れる べき も の で , 所 主人 台 島 階 の 化石 動物 群 に 対比 され る べき も の か 
或いは 今後 の 検討 に よ つ て 更に も つと 若い 化石 動物 群 に 対比 され る べき る も 


1) 早川 典 久 助 数 授 (陸羽 東 線 鳴 子 新庄 間 地 質 調 査 報 告 ; 地 調 , 1948) kines 
島 層 に 対比 し , ORAM RHA (PEAC 報告 , 1949, Hi) 及び 阿部 正宏 
学士 (東北 大 卒論 , 1951) も 金山 層 群 と し て 矢 張 り 台 島 層 に 対比 し て いる 。 上 記 
PEAC 報告 (1949) 後 , 帝 石 井上 寛 生 氏 の 有 孔 虫 調査 か ら , 当時 金山 層 群 と し て 
取扱 われ た も の の 一 部 に 作 義 が 生じ 1951 年 以来 , 加藤 助教 授 , 阿部 学士 等 は この 
層 群 に 再 検討 を 加え , 少 ぐ と も 先 に 金山 層 群 に 鮭川 層 (鮮新 世 ) が 直接 杖 殴 関係 に 
ある と し た 盆地 北東 縁 部 で は , =H, SABRE (或いは 草 条 層 と 認め られ る 
も の も) が 金山 層 群 に 含 DOMME EAT た こと を 確認 し 引き 続き 検討 し て い 
る 。( 未 発表 ) 

2) DORASKE ; 東北 地方 油田 第 三 系 下部 層 の 堆積 学 的 考察 (第 † 報 ) 岩 破 33, 1949 


3) 1953488, © OMe MAA D7 MRSREHMAR, 阿部 正宏 学士 , 卒業 論文 と 
し て 研究 中 の 東北 大 学生 保科 恒 二 民 等 談話 に よる 。 和 佑 盆 地 東 縁 部 を 継続 調査 中 の 
阿部 正宏 は この 泥岩 層 は 断層 等 に より 完全 に 追跡 出来 な い が 略 々 及 位 一 大 滝 間 に 
発達 する 泥岩 層 に 連続 する も の と し て いる 。 筆者 も PHILS MAD HL TB 
当 と 考え る 。 こ の 泥岩 層 は 秋田 油田 地域 よ うり 略 々 室 間 的 連続 を つて 追跡 され た 
こと 選 次 ろう 56 
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の か 興味 ある 問題 と な らち うり 。 何れ に せよ , 地域 西部 より 東南 部 に か け て 
volcanism を 増し , 三 盛 層 と 認め られ る 地層 の 下位 層 が 正規 堆積 物 を 殆ど 
欠如 し , 大 山 噴 出 堆積 物 よ りな る こと は 著しい 事実 で あり , volcan'sm に 
伴う 基盤 の 運動 , 及び これ と 堆積 作用 の 関係 , 叉 比較 的 下位 層 か ら 上 位 層 
迄 volcanism に 終始 し 特徴 づけ ちら れる この よう な 地域 , 言い 換え れ ば ーー 
つの 大 山 活動 区 や と も 称す べき も の は 地 向 斜 の 生成 発展 と どの よ ょ うな 関係 
eg 広域 的 な も の か , 局所 的 な も の か , 今後 更に 一 層 の 検討 を 進 
条 さ 3 た いと ど 思う る ; 


VI 結 


SEB O KIMI ee OU CRA SO FRE 
の 結果 , 三成 層 と し て 報告 し た 凝 灰 質 砂 岩 中 に は 普通 20 % 以上 も の 緑色 
普通 角 陸 石 が 含ま れ 著 し じい 特 徴 を じじ て いる こと が 判明 し , 地域 東南 部 で 
は この 砂岩 層 下 位 に 厚い 理 長 質 淡 線 色 凝 灰 岩 が 発達 し , AREER WO 
発達 が 極め て 悪い と いう こと が 分 つた < 今後 委 地 東総 部 の 野外 調査 , BRD 
資料 の 増加 , 古生物 学 的 次 料 の 充実 等 種々 の 要素 組合 に よ つ て 上 述 の 層 位 
関係 を 明か に する と 共に 本 地域 の 特異 性 一 盆地 辺 締 相 を 呈す る こと , 地域 
西部 か ら 東 部 に か け て 急激 に 上 位 層 迄 に 及ぶ 著しい 火山 活動 の ある こと 一 
に 関 験 し て , 運動 と 環境 , 時 間 と 地域 の 関係 へ 更に 一 層 の 追究 を 進め た 
Vo 

本 研究 に 際 し て は , 亡くな られ た 信 木 次 男 先 生か ら 親 し く 現 地 御 指導 を 賜 つ た 。 4 
A DBA NBA CRE OBE BT) LRH AT ABER Me 
賜 つ た 帝国 右 油 株 式 会 社 各 位 , 殊 に 現地 に 於 て 色々 御 世 話 を 賜り 御 教 示 に 与 か つた 帝 
石山 形 鉱業 所 松本 貞二 学士 , 竹内 慶彦 学士 に 厚く 感謝 の 意 を 表す る 。 叉 化石 の 鑑定 , 
層 位 学 人 的 な 問題 に つい て 種々 御 教示 を 賜 つ た 畑 井 小 虎 教 授 , 加藤 敵 寿 助教 授 , 阿部 正 
宏 学 士 に 深 府 の 意 を 表す る 。 人 本 研究 費 の 一 部 は 六部 省 科学 研究 費 に よっ つた こと を 
aL CHE RT So 


1) 若 し 押 功 族 内 部 層 の 化石 動物 群 が 人 台 島 階 相当 の 化 大 動物 群 に 対比 され る な ら ば ぱ , 
この 化石 層 せ 谷 の 長尾 泥岩 層 下 部 に も 台 鳥 階 相当 の 化石 動物 群 が 上 述 の 如く 発見 
され る 夏 , が か なり の 厚 層 を 隔て て 合 島 階 相当 の 化石 層 が 2 BET ST LIK So 

2) これ と 同じ よう な 意義 を 有する 地区 と し て , 秋田 県 仙北 郡 刈 和 野 , 荒川 鉱山 地区 
を 検討 中 で ある 。 谷 この よう な 地域 は , 金属 鉄 床 生成 区 , 及び 所 調 新 期 火 山 噴 出 区 
に も 密接 な 関係 が あり , これ ら に つい て は 後日 報告 する 予定 で ある 。 
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On the Cenozoic sik babes rocks around Nikko 
River, Yamagata Prefecture 


o fA jE (Tadashi Konda)* 


Abstract: The Nikko River district was hitherto surveyed by many 
geologists stratigraphically. The writer made some petrological observations 
and laboratory works during 1951~1953, in order to clear the Cenozoic 
volcanism in view of orogen theory. : 

The district consists of the following eight formations in ascending 
order; that is, the Wadaki, Aozawa, Yaegawa, Kitamata, Minami, Rokusuke, 
Jozenji, and Quaternary formations. These formations range from the 

miocene to the quaternary in age, and various volcanics are included in 
these formations. By his geological and petrological studies, the writer 
-obtained the following volcanic phases and geological. conditions. 


A Volcanic phase 


“Ist stage. Agglomerate or eruption and green tuff explosion (basalt 
or spilitic basalt) 


‘2nd stage. Sheet or phacolith intrusion (dolerite) 

3rd stage. Dyke or stock iutrusion (plagio-liparite and partly dacite) 
4th stage. Lava or agglomerate eruption (basic andesite) 

5th stage. Young volcanism (Chékai volcanics) 


B Geological condition 
Ist stage. ' Sedimentation of muddy phase~* 


2nd stage. (sinking of basin) Sedimentation of muddy phae followed by 
sandy mudstone (later stage of sinking) 


3rd stage. Initial epilogenic movement with brecciated faulting 
4th stage. Marginal condition of uplift 


Sth stage. Faulting which occured at marginal zone of the Dewa hill 
range. y { 


Next the petrological characters of volcanics of the districts are indicated 
as followes; Andesitic rock is rare or absent. All volcanics of miocene age 
have no hypersthene and often include basic bytownite. Chemically they 
show high contents of Al,O3,CaO and specially H,O in basalt. And a part 
of basalt is spilitic. 


* WBA SCH 
1) 今田 TES AIPORT AEX IU , BB 28466 A, 日 本 地質 学会 東北 支部 例会 講演 
今田 TES 日向 川 流域 の 新生 代 火 山 岩 の 岩石 学 的 特徴 , 昭 28 年 10 月 , 日 本 地質 学会 
GRACES EDP SS 
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1 $e =. 

“up eigen cue 2 LC CR , "最近 で は 
RAE”, oe”, MER OMRR ORR 08 ERIC UK 0 a 
査 が 行わ れ 交 5 EO hse 
然し 之 等 の 調査 は 油田 地質 を 主 と よし, 層 位 学 的 観察 が 主 に 行わ れ て 来 た 。 
筆者 は 昭和 26 年 以降 , 野外 調査 を 行 つ て 来 た が , 本 調査 は 火山 岩 の 産 状 及 
び 岩 石 学 的 性 質 を 検討 し , 更に 堆積 相 及 び 構 造 よ り の 地質 環境 を 解析 し , 
両者 の 関係 を 追跡 する の が 主 で あつ た 。 そ の 結果 , 所 調 新生 代 地 向 斜 と し 
て , その 中 に 繰 込ま れ た 火山 岩 の 岩 石 学 的 性 質 と 地質 環境 の 間 に 関 聴 性 の 
ある 事 が 判 つ た 。 然 も 両者 の 相互 関 了 界 は 特に 現象 の 経 財 と 有蓋 う 面 で は , 地 
向 録 火 成 活 動 と し て の 系 統 性 に 多く の 類似 点 が 認め られ る 。 紫 処 に その 内 
BER UK OMEN FEI KBCHS 

ALOR, KALAMA AOL LCA, Wee 
8, 及び 北大 , 石川 俊夫 教授 の 御 指 導 を 戴 い た 。 明 記し て 深謝 する 次 第 で 
ある 。 CPS 
2%  @B 


OH aie, 出羽 丘陵 の 一 一 部 を 占め 飽海 油田 の 北部 に 位置 し , 所 府 島 
海 油 軸 と も 呼ば れ , 東北 裏 日 本 の 油田 地域 の 一 員 を な し て いる 。 筆 者 の 調 
ee NN A He FHL D, 
Ege, TRUE. ABR ACG, PA ASE, BRR. 矢 流川 層 
HUMOGIR CD 5, SHIA LRAEREHL RA RRR ERT, 
Sie ELT ACRE RC, 全 罰 厚 1720 米 (+) の 連続 堆積 層 を 
ARF o | 
— Hie Pe WER a URIS PAs HHP) BRO chesehic BE 
し , Eee et EA Ae Pt OPC Rs eh & JER LT 
る 。 SALE BILOBAESL AL, wean eB YD ARIE EC, 2B wid 
構造 を 示し て いる 。 断 層 系 も 比較 的 多く , 大 断層 は 上 部 層 CBIISED を 
急 つ て いる 。 次 に 各層 の 記載 を 示す 。 | 
A) FRE SteSUIL DE MINE ASN So. EK AeA ERE 

: せ ず , REVENUES EEX ET So 現在 で は 化石 は 産出 し な い 。 

B) SRE 標 式 地 は 葉 瀬 川上 流 , ECE, AGING Him £0 300K LEO WA 


1) AU; 七 方 五 陸 分 ノー 酒田 図 幅 地質 説明 書 地質 調査 所 | BANA 
GAA 


2,3) UB: 東北 の グリ ンタ フ に 就 い て , 昭和 28 年 地質 学会 総会 バン フレ pals 
4) #AStAL, MIE EAS AO 7 ) v7 7, 昭和 28 年 地質 学会 総会 パン フ vy t 
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工事 跡 に な られ る 。 一 般 に 厚 さ EMORBRERE kU MARRRRStERE 
3 。 統 路 質 緑色 凝灰岩 ( 厚 さ 0.8~2.5 米 ) Liew H RTE (K+) & BOE 

する 。 人 鐘 緑 色 北 灰 岩 に 対照 的 に , 白色 浮 石 質 北 灰 岩 の 薄 層 を 稀 に 伴う 。 本 層 は 更に 

粗 灯 支 武 岩 乃至 玄武 岩 の 岩 床 , 叉 は 集 塊 岩 が 発達 し 更に 和 斜 長 流 紋 岩 及 び 石 英 安山岩 
OBR, HROBAL SI COS FEI, FERRIC, 灰色 泥岩 中 に , 魚類 

IL, PRE ( 多 産 ) の 化石 を 産出 する リ 。 : 

C) 信 重 川 層 利 向 川 志 流 , 入 重 川 流域 に 標 式 的 に み ら れ る 。 層 位 的 に 青 沢 層 の 上 信 
に 位置 する 。 硬質 頁岩 を 主 と し 民 々 江 質 頁岩 及び 灰色 泥岩 , 黒色 泥岩 を 介在 する 。 

名 々 , RS 5~10 畑 の 層 理 を 示し , ERA AeOmMREM CBS LALOK 
YEH L BERETA To 

本 層 中 に は , DAE AAAMRICE (0.5.13) を 介在 する が , ROKER 
は 全く 認め られ な い so 

者 沢 層 と 同様 支 武 岩 類 の 岩 床 を 伴う が , 此 の 玄武 岩 類 は 粗 粒 玄 武 岩 少 く , BORE 
武 岩 を 主 と す る 点 に 於 いて 明瞭 な 相違 が 認め られ る 。 化 右 に 逐 し い が , PRR 
SEO, —MAILALET Zo 

_D) ARE SAMIR BBY ROR OMAR SZ. ARI 
層 と の 関係 2 は 断層 CH) で 接し て いる 。 KRRARE ELL, 比較 的 層 理 
に 乏しい が 上 部 は 薄 層 理 が 発達 する 。 硬 質 頁 岩 は 全く 介在 せ ず , REMC PARR 
灰 岩 乃至 同質 砂岩 (0.62.39) を 数 枚 介 在 す る 。 

E) 南 層 下 青 沢 南部 落 よ り 中 人 台 に 至る 河 府 に 発達 する ALS RK EM RE 
岩層 で ある 。 本 層 は 北 俣 層 と 六助 層 の 中 間 に 岩 相 上 , 特徴 的 に 捉え られ る も の で あ 
Bo 現在 で は 化石 は 発見 され な い 。 

F) AWE 本 層 は 青 沢村 六助 部 落 対 漂 の 岩 に 標 式 的 に 露出 する 。 PBIB 
. 色 秒 質 温 岩 で 南 層 より 瀬 季 する 。 上 部 に な る に 従い , 著しく 砂 質 に な り 層 理 を 示す 。 
上 部 は 細 料 ~ 中 炒 嗜 青色 砂岩 (部 分 的 磁 質 〕 を 介在 し , 中 化石 を 伴う 。 上 部 砂岩 
CEE, 炭 質 物 を 含有 する や 。 . 

G) 常 禅 寺 層 本 層 は 常 禅 寺 対 内 の 崖 に 標 式 的 填 出 を 示す 。 REI 
を 主 と す る 。 上 部 は 一 般 に 巾 2~5 MHOMBAEL, Mem (1.SK+) OF 
を 示す 。 下部 に 従い , 北 結 度 を 増し , 市 2~3 ROP MR ORR STREET AR 
to 砂岩 は 一 般 に 雲母 片 を 多量 に 含有 し , 又 度 々 花 賠 岩 質 磁 を 伴う 。 本 層 に は 全般 
的 に 炭 質 物 を 著しく 含有 し , 最 下部 に は 厚 さ 2~ 4 OR REY を 2 へ 3 枚 介在 する 。 
一 般 に 亜 談 層 を 境 と し て 含 化石 の 内 容 , 及び 地層 の 岩 質 , 堆積 状態 に 明 時 な 相違 


1) ROLE BE: Flavamussium taivaniunm : 
2) 調査 地域 北 俣 部 落 南 方 約 2 IF One LBS HHAE Clk PBA BIS LWREGT So 
3) 本 層 に は 次 の 様 な 化石 を 多量 含む 。 

Japelion adelphicus Dall, Ethalia sp., Macoma tokyoensis Makiyama, 
Tectonatica janthostoma, Fulgovaria cfr. megaspiva, Turvitella Grighensis 
Yokoyama, Babylonia japonica, Reeve, Clanus sp. 

4) HUM UR EAH BUS RT RPMS SOs, 詳細 は 
RNP CH So MAMIKLAREK URE RARE EBRICSUBA BRCD 
Zo MR UAH OMT MNCL BRE BIKES BBC EF Bo 
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— 認め られ る 。 従 つ て 亜 談 層 よ ee ee 

BH) ARUN ee eee 

。 に 出羽 丘陵 西 縁 低 丘 陵 地 の 縁辺 に 沿い , 即ち 庄内 平野 の 周辺 に 限ら れ て 分 布 す る 。 

. 一 般 に 百 色 粗 粒 砂 , SUED REO EE 4 ORS. BRB EIMEL 

FARMS CREB LUG MEP SU MARIS, 下部 層 を 不 整 合 に 被覆 し 
EBRIS EC BBR BRAS CHES NB 52 

AMIULERABREUBOBARLLRAADIMEL, OME BABI 於 いて は 
BRE BARK EEL RLF Bo 

VLOSEEMETS b, ARRAS, Utes, BLE, RIMRO 

POMe LCOAMJDtRIs, 当初 , Mi, BIR, ABI, 北 俣 の 各層 に 

み ら れ る 様 に 深海 性 の 堆積 相 を 示し , 次 に 浅海 を 経て , Hi, Aah, Bie 

寺 に み ら れ る 浅海 乃至 閣 海 性 の 堆積 想 を 示す に 至 つ た も の と 解 さ れる 。 最 

後 た 矢 流川 層 に み ら れ る 様 に , 前 述 の 各層 に 不 整 合 に 最後 の 乱 堆 積 相 が 認 

め ら れる 。 谷 此 等 の 地層 と 東北 裏 日 本 の 標準 地層 と の 対比 を 考察 すれ ば 和 

漠 層 青 沢 層 は 合 島 層 に , 和信 重 川 層 は 女川 層 に , 北 俣 層 は 船 川 層 に , 南 層 は 
北浦 層 に , KEVERS BAK LR SH) EC BO EE 
され る も の と 考え らち られ る 。 

3 sl SO BE ARR 

日向 川 流域 に は , LRA, SRB tOMERSREZWA, ARR 

山 岩 等 の 各種 の 火 出 岩 , RUKUWERB SBE TS. HO Kes 

田地 域 と し て の 地層 に 相 伴わ れ 複 雑 な 産出 状態 を 示 じ て いる 。 次 に 産 状 を 

生成 順に 述べ よう 。 

(1) RRBRURMR Ba 標 式 的 に 日 向 川本 流 , 態 沢 川 , 大 芦沢 上 流 に 広範 に 分 布 
する 。 大 芦沢 で は , 青 沢 層 中 に 介在 し , AUC, 青 沢 層 に 一 部 介在 し , 一 部 は 
上 流 地 域 で , 入 重 川 層 の 直ぐ 下位 や に ある 。 和 集 塊 岩の上 限 は , DRA ROR AE 
DHL CEL SPIEL < RIK PORE LIC 2 Bo WAL 地層 中 に その 末端 と 

。 思わ れる も の が , 巾 4~5 米 で 介在 する 点 よ り , 地層 堆積 時 の 噴出 に よる と 解 さ れる 。 
叉 集 塊 岩 の 一 部 は , 統 密 化し 話 岩 流 に 瀬 移 する の が 認め られ る 。 ; 

此 れ は スピ ビラ イト 質 去 武 岩 で 特に 注目 され る 。 MARE PIE S RKO i ER 
岩 類 が 挟 在 す る が 此 れ は 集 塊 岩 の 火 成 活 動 と 相 前 後 す る も の と 解 さ れる 。 

1) 本 層 る も 化石 を 多 産 し , 六助 層 に 含ま れる 化石 と 共通 の も の も 多い 。 次 の も の が 認 
MEM Anadara subcrenata, Acila sp., Buccinum cfr. tenuissium 
Kuroda, Macoma tokyoensis Makiyama, Neverita cfr. didyma, Patinopecten 

"hurosawaensis, Chlamys swiftii, Yoldia johanni Dall, Truncacila naka- 
zimait Otsuka, Glyoymeris yessoensis, Neverita cfr. kivitaniana, Laevicar- 
dium angustum, Mercenaria stimpsoni. 

2) 走向 傾斜 を 明 膝 に 測定 する 事 は 困難 で ある が , 地域 的 に 610° DAE bo 


然し 下部 層 と 伴 つ て 橋 曲 構造 は 認め ちら れ な い so 
3) 断層 で 接する 可能 性 が ある 。 MARI) LWO RHE ILM IS OEE 


EO a A ro) 


(2) 導入 岩 床 乃至 弧 般 FEU CAIIL EI) 上 流 , 日 向 川本 流 に 標 式 的 に 赴 
出す る 。 紫 れ は 青黒 色 を 時 する 玄武 岩 類 で 常に 地層 に 平行 に 入り , 所 調 BR * と 
LC, 東北 裏 日 本 の 新 第 三 紀 層 の 泥岩 相 に 極め て 普遍 的 に 認め られ る も の で ある 。 

第 1 図 HOR CLL ARIE, BARE, 

/ ABJIBOS BOB 

する 。 一 般 に 下部 層 (pone 

層 ) に 伴わ れる 場合 , 厚 さ 

粗 粒 玄武 岩 の 産出 状態 ( 於 前 川 地点 ) 100 数 米 に 及び 延長 2 粧 の 

M 泥岩 D 粗 粒 支 武 岩 C PRERUMMEHR 岩 体 を 示し 数 枚 が 密集 する 。 

RR (G5 2 図 参照 ) 。 玖 悦 上 部 層 ( 北 俣 層 ) に 伴う る も 
第 2 図 接触 帯 (実測 ) の は 厚 さ 最大 5 米 ( 十 ) の 小岩 体 を 示し 量 的 に も 少 い 。 

a; ‘3 第 1 図 は 前 川 に 於 ける 産 状 を 示し た も の で ある 。 HW 

A 岩 体 の 場合 は 明 に , 地層 に 相 平 行 し , same dec adh 

を 示し て いる 。 地層 と の 接触 部 は 明確 な 境界 を 示す の 

AM CH DAS, HE HE BREA TREE RF (HAD 

叉 末端 が 岩 脈 状 を 示す 場合 も ある 。 —HKBOS 

体 の 場合 は 細 粒 質 で ある が , 洛 次 厚 さ を 増大 し 20 米 以上 ” 

の 場合 は , WRK RBC So HI 4AOKL LORS ER 

す 場 合 そ の 末端 部 に 於 いて 数 枚 に 分 岐 し , 平行 岩 床 を 


Se RY BRO LAR U TAREE ESE C, 硬化 作用 
M 泥岩 Began ge) を 受け 黒色 硬質 泥岩 に な る 。 更に 岩 床 の 末端 部 は , B 
FERRIER AIR RRURA VE St «AR GIRO LC FERET So 


第 1 ORICA S 25 KY LO BRISA CHS 40 米 以上 の 岩 床 は 末端 部 2 
は 数 枚 に 分 れ 平行 岩 床 と な り , BUC MIRE TAZ. MARE ARORA, 漠 石 球 
状 結 可 が 密 に 散在 する の を 特徴 と する が 粗 粒 質 の 岩 床 に は 巾 2 KOREA Be 
脈 が 発達 する 。 Tre HA 川上 流 地帯 は 岩 床 の 厚 さ 特 に 大 で 最大 100 KD EL MIAH 
Bo HCE MEI THD BW o MBAR MEARS A, 岩 此 分 化 に 依る 
酸性 岩 体 及び ペグ マテ ツク 脈 は 全く 認め られ な い 。 以上 の 産 状 を 示す 云 武 岩 類 は 交 
ARSE EL UC, 和 滝 層 , BRS, 和信 重 川 層 堆積 に 前 後 し て 逃 入 し た も の と 解 
きる 0 , 
(3) 岩 株 及び 岩 脈 HERO AIC, MUSOS WCBS MERU 
て , NK UBBRE L CRT SRAM EBS So 
FPR MW HE CL HRV RIL A CERRO PERE ART o PRUNE CH BL re 
帯状 の 岩 脈 を 示し て いる 。 此 等 の 岩 株 及び 岩 脈 は 岩 質 も 極め て 類 以 し , 一 定 方 向 に 
排列 する 点 よ り 閣 察する に 喧 人 時 期 は 略 同 一 で あ る と 解 され る 。 現在 迄 の 調査 
で は いづ れる も 急 全 斜 の 接触 面 を 示し 青 沢 層 及 び 入 重 川 層 を 切る 。 更 に 前 川上 流 に 
於 いて は 粗 粒 玄 武 岩 を 切り , 一 部 は 同 岩 を 捕獲 する の が 認め られ る 。 又 前 川上 流 に 
1) 粗 料率 武 岩 は 互層 に 平行 導入 し 泥岩 を 捕獲 する 。 欠 捕獲 され た 泥岩 の 層 理 は 接 短 
面 に 略 平 行 し て いる 。 HMARIXBA LR ORR CHS 
2) 中 心 より 分 岐 す る まで は 少く と る も 500 米 以上 の 距離 は 推定 出来 る 。 
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お いて は , 去 武 岩 質 集 塊 岩 を 切る 点 よ り , 当地 域 の 基 性 玄武 岩 類 より 後期 の 賃 入 に 
よる と 解 さ れる 。 比 等 岩 株 及び 岩 脈 は , 比較 的 均質 な 斜 長 流 絞 岩 で ある が , 前 川上 
流 の 岩 和 株 は 南端 部 に 於 いて 少 次 岩 質 が 変化 し , 石英 究 山 岩 り に な る 。 そ の 他 日 向 川 
上流 で 玄武 岩 質 集 塊 岩 を 切り , 幅 2 米 前 後 の 垂 直 岩 脈 が 数 本 赴 出 する 。 岩 質 は や > 
斑 状 の 玄武 岩 で ある 。 

(4) Rosy 。 矢 流川 層 に 介在 し , 比較 和 的 広範 な 分 布 を 示す 。 BRR RIES 
ある が 屋 々 亜 灰 長石 大 上 唱 又 は 標 村 石 を 含む 特徴 を 有 し , 一 般 に 基 性 岩 に 近い 。 雌 等 
AS PRIDE CRASS CABERKS (EES) CwBL, 角 奏 の 一 部 は 下 
盤 の 砂岩 に 含ま れ 地層 堆積 時 の 噴出 と 明確 認め られ る 。 即ち 新 第 三 紀 末期 HE 

| 羽 丘 陵 の 浮き 上 り 的 陸 化 に 伴う , BMH Se KUL YD, 矢 流川 に 
五 り 噴出 し た も の と 解 さ れる 。 最 後に 第 四 紀 火山 と し て の 鳥海 火山 は 2 espe 

・ 伴う 矢 流 川 層 を 破 覆 し , NEE CHES OTB 


BE ie = at 


SHRI ET SRAM LOCHS, FO, RRNA 
を 挙げ る と スピ ライ ト 伯 玄武 岩 , Mekhe, Kee, REE KI 
岩 質 去 武 岩 , SRE, 複 巡 石 容 山 岩 の 各 火山 岩 に 火山 性 砕 選 岩 や 六 
DS. 次 に 各 岩 石 に つい て 記載 を 試み よう 。 

1) スピ ライ ト 質 支 武 岩 (T.K.52930,1) (Si0,=49.58%) 外観 帯 緑 黒色 を 呈す 。 
展 々 方 解 石 の 細 脈 に 貫 か れ 沸 石 の 球状 結晶 散在 し , 二 次 的 変質 著しい 。 構成 鉄 物 は 
SEA, WORE, WEEE LL, MEG, MAME RT. WME mR 
INFECT Zo BEALE 0.2~0.5 HRERERL, HOYER, 

- 24D =1.5410~1:5430,Any,~ Anon の 成分 を 示す 。 然 る に 新鮮 な 斜 長石 は 最大 対 
称 消 光 角 大 で Ansg。 の 成分 を 示す 。 佑 化学 成分 を GIHS) みる に , Na,O 成 
分 比較 的 大 で あり , 斜 長 右 の 酸性 な る こと と 共に 所 調 “spilitic,, の 岩 質 を 示す 。 

2) 粗 粒 玄 武 岩 (T.K.11817,14) (SiO。=49.86% ) 外 観 帯 緑 黒色 著しく 粗 炒 , 見 掛 上 
深成岩 様 を 星 す 。 鏡 下 で は 名 長石 , 普通 煙 石 , 磁 鉄 鉄 を 主 衣 構成 鉱物 と し た 間 灯 乃 
。 至 オフ イィ テッ ツク 構 造 を 示す 。 

PEAIRE 1.5K OMERLEE 0.3~0.8 BADHMMRER Of OLE 
HY, 前 者 は nyD=1.5650, An70 Che ERE Cf OAS An rich) が 発達 し 
後者 は m,D=1.5630 An。。 で 多少 の 成分 差 が 存在 する 。 

LAE VS DEICL A TAF IT REEL) BASE AL, 間隙 た 三次 生成 
SPIE LISA E WE RIMT ZS. MAIS (, HA OREE TH 
SM, HCAS L ( SRB ORCA LO > 結 品 が 成長 し た 形態 を と る 

の が 特徴 で あぁ る 。 展 々 緑 泥 石 等 の 緑色 久 物 に 変化 する 。 光学 的 性 質 は 2V=+54~ 


Dls 
cu 


1) "同質 の 右 英 安山岩 は 大 芦沢 上 流 に 転石 と し て 多 産 する 。 従 つて , SRY BO 
異 相 と し て で は な く , 単独 岩 脈 と し て の 産出 も 推定 され る 。 , 
2) Gye SRB RS A ME HORAK LEV Oo 


3) Prank kate 


uk 


Dy 
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448° OER ANCHE DD X Wo Aas 4 HER OM KR AO RARERL TWD. BER 

© GRU CHUB OREDA EL ARIEL L COREUREEE RL TS. BE GKME L 
て , YUU OM KREIS WOW, ARCH S06 BAO KEEL, AR 
BA, 叉 は 二 次 生 成 緑 色 鉄 物 中 に 最も 密集 し て 品 出 する 。 

3) HR (T.K.53531,7) (Si0,=47.10%) HARE REET 粗 粒 玄 武 岩 の 末 
端 部 と し て 最も 多く 観察 され る 。 粗 粒 去 武 岩 の 構造 要素 を 失い , 長 経 0.5 RIRO 
NEA BUYERS EEMRAML , SAREE RT. ARAL mD= 
1.5610, An, ORDeART RU KRSEMMERALREATMB RIC LB 
"0 り 変 る の が 普通 で ある 。 

4) $ERURS (T.K.52928,14) (SiO。==47.5094) 外観 帯 青 eS 1.0~1.5 HBR, 僚 
RAKGMY SAF ZEW CE WA OBA KRG EE HET So 

AGILE ARE CH ZRELAME EER T 玄武岩 と 同様 で ある 。 BR 
YIN, WEG, BRS EC, eet L CREE. ICE, WR 
が 比較 的 多く 認め られ る 。 - 

斜 長石 は 略 三種 存在 し , 穫 1.2 畑 . 短 柱状 結 時 は , nD=1.5720~—1.5735,Ang2~ 
AngOHRKEHY) Ch. RHBELRAT, ACRESZACREREEIO 
ACH So 比較 的 簡単 な 双 唱 型 を 示し , GRMWICZL ( PICEA Sh, 次 
に 長径 3.5 READ ERR dale nyD =1.5645~1.5680, An。。~An,。 の 成分 を 有 し じ し 
量 的 に 最も 多い 。 以 上 の 和 谷 長 石 が 斑 唱 の 位置 に 品 出し , BREESE RT 

基質 部 は 長 柱状 径 0.4 EKONEBA (Ango)*?) RUMMEG LD RB 

普通 輝石 は 2V=(+)56° の 光学 的 性 質 を 示す 。 以上 本 岩 類 は 構造 上 安山岩 質 で 
ある が 化学 成分 (第 1 表 1) は 去 武 岩 の 成分 を 示す 。 BLRKEALSA Al,O,, 
CaO 成分 多い も の を 特徴 と する 。 

5) 安山岩 質 玄 武 岩 (T.K.51818,2) (SiO。=51.30%) 外観 帯 青 緑色 ALEC BORE 
EMME, 鏡 下 で は 班 品 の 位置 に 貸 長 石 が あり , 普通 煙 石 は 基質 部 に の み 唱 出す る 。 
PERE A 2~3 KEK CE nD =1.5660~1.5635, Angg~An。。 の 成分 を 示し , HB 
MARAT 0.3~0.5 FE, 短 柱 状 結晶 は 2D =1.563~1.560, Angg~Angg の 成分 を 
TRL, HS OFC V RGRAY BNW BEAM (2V = (+4) 
55°) を 伴い , SEAS AST HERRAY TERS RU RR Oh DFE REVS FEEL BL 
IRA & ES o 

6) 倖 長 流 紋 岩 (T.K.52929,10) (Si0,=77.81%) 灰白色 弘 政 質 , 臣 綴 な 岩石 で 屋 
RBTRE EES 5 BERISHA CARR 7 HERBS EF BIZ 

PEAT ONC C SUMNRARUEERMAAYENS. BRABARE 
£8 3~5 KEK CGA L Wo 新鮮 な 部 分 は myD=1.545,An,, の andesine で ある 。 
BERNE 3~6 EAT, 長 柱 状 形 態 の も の と 短 柱 状 形態 の も の が ある 。 BGM 
MARE CSM BICTHMS 1, 赤 鉄 鉄 , 又は 緑 泥 石 に 変質 し , AMAR CH SR, 
AA, RU CH) LBA bNS. BERR, SRSA - 

1) 単 双 唱 を 示す 。 上 且 双 上 品 の 狂 長 な 部 分 に 接合 面 に 余 め に 或 方 向 性 を も つ crack 


が 配列 状態 で 人 つて いる の を 特徴 と する 事 が 石川 俊夫 教授 に 依っ つて 指摘 され た 。 
2) 最大 対称 消 光 角 より 概 測 
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7) 


8) 


を 呈す る の を 特徴 と する 。 … 


即ち 0.02~0.05 BADSGHRAL A (2,D+1.539, An,,) » HALO BANE 


に 組合 い , BREA RUBBER dust MIL COS. 岩石 自体 普遍 的 に 談 
質 し , 完全 に 新鮮 な 部 分 は な い の が 普通 で ある 。 一 般 に 緑 泥 石 化 及 び 絹 雲母 化 作 用 
を 受け て いる 。 fa, 化学 成分 (第 1 表 4) 上 SIO, BATHS MERA oR 
い の を 特徴 と する 。 ' 


石英 安山岩 (T.K.5361,10) (Si0,=66.16%) SARK EEL, LCR 


な 感じ を 与え る 。 鏡 下 で は 10 HHI BOMKRARUAMAOARESA (最大 量 
EKRGES8 7, AKE2 7 10 尊 平 方 大 中 ) Medbt lt AR, REA, 普 
WRAL SC, Als 0.2K, 和 斜 長石 及び 斑 璃 より 成り , 石英 粒 を 展 々 介在 する 。 
部 分 的 に 著しく 粗 面 岩 構造 を 呈す る 。 


mARKE Ave (T.K.53531,6) (SiO。=47.18% ) 外観 帯 青 緑色 , 一 見 均質 な 


岩 質 を 示す が , LRSRRESA, 泥岩 を ビッツ チ 状 に 介在 する 。 層 理 は 殆 ん ど 認 め 


られ な い 。 鏡 下 に 於 いて は 鈴 長 石 及び 殆 ん ど 緑 泥 石 化 せ る 灯 石 より 成る 去 武 岩 角 


BES eicZSH, Via RUE BKK CHEN CWS. 泥 質 北 区 岩 は 無機 
BER ic 0.2 BER ONRAMOTLETS LOCH So 特に 緑色 鉱物 の 発達 す 


る の は 認め られ な い 。 MERBRERILEL (Rte 2, MVEARMRMOAH 


に 発達 する 。 人 千本 岩 類 の 特徴 は , 石英 粒 が な い 事 及び 方 解 石 が 細 脈 状 に , Xie 
状 に 含ま れ , 姜 し い calcitization を 示す の は 注目 され る 。 


5 SF 3 A) a 


ARUN ALOR. UCBEROW, 新 第 三 紀 に 中 性 岩 , Moe 


WHEE KE, MBSA VARIED, 初め て 安山岩 の 出現 す 
る 点 で あぁ る 。 第 3 図 は 当地 域 の 火山 岩 の 種 酸 量 頻度 曲線 で ある 。 同 図 に 


Couenbeas eayqutoy 


3 図 BD &, SIO, 成 分 46.6496 § 51.30% 
(EZ RIERO 1K BOER & 66.16% よ 
り 77.81 % に 互 る 酸性 岩 論 の 火 成 活 
動 が 対 居 的 に 行 は れ , BARILAA 
に 特有 の 交 右 安山岩 を 全く 欠く 点 は 

50 60 70 8o 著しい 特徴 と し な けれ ば ぼ ば ならない 。 
S20, £ MARAE (66.16%) Layee 


HARB ALT A BR EAE HH LAL LC PENT BIC HET, 
eee eee A eee: ee 


) HEE BARS 452K LES OD BRE AA MEALS Ye (1.25km?), 石英 安山岩 (0.37km?) 
Sees (7.25km?), 集 塊 岩 及び 同質 類 岩 (8.75km?), HRKRARU RWG 
質 玄 武 岩 ot tee (9.7km?) と 測定 され る 。 Lone AKI OP 
的 量 と し ,, 量 を 概 定 し 各 火 山岸 の SiO。 成分 より 相対 的 頻度 を 求め た 。 

図 中 の x 印 は 鳥海 火山 岩 の 位 置 で ある 。 

詳細 な 調査 と 分 析 値 少 い 為 正確 は 期し 難い , BEE Co 谷 島 海 大 出 は 調査 中 。 
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BAG DUR AR 


as 


特徴 と し て ALLO; 及び CaO 上 成分 が 全般 的 に 大 で あり , 玄武 岩 の 一 部 は 
Na.O 成分 多く , スピ ライ ト 質 の 性 格 を 持つ 。 構 成 鉄 物 よ りみ た 特徴 と し 


Cit, 鳥海 火山 基 訂 の 火山 岩 及 び 


Biba t ROTH 


HCAS < SRR & 


Ki ACHS. ENC ROCRKRAGEEARUREAKY, CHE 


岩 に る も, 比較 的 共 


通し て 含ま れ て いる 点 は 一 つの 特徴 "と 認め ちら れる 。 


第 ユ 表 
"Chemical compositions of volcanic rocks from Nikko povince 

1 2 3 4 5 
SiO, 47.50 49.86 48.06 77.81 49.58 
TiO; 1.00 1.23 0.97 LOG RESY 
Al,O3 21292 18.37 18.44 9.80 15.12 
e303 5.46 3.61 4.56 1.53 4.08 
FeO 4.37 5.94 4.64 0:43 5.20 
.MnO 0.08 0.08 0.06 0.05 0.08 
MgO 3.20 5.99 8.01 0.75 7.02 
CaO 9.55 | 8.88 8.21 1.00 5.89 
Na,O 3.48 2.54 2.13 4.35 3.81 
K,O 0.57 0.60 0.71 2.26 0.42 
H,O+ 2.73 2.81 3.69 0.82 4.13 
H,O- 1.00 1.96 3.38 0.35 2.15 
P.O; 0.08 0.09 0.03 0.13 0.10 
Total 99189 a 99.42 99.40 99.67 96.65 
Porphyritic basalt (T. K. 52928, 14) 


CA lee Set 


AER OMMA LL CAMBS Ne 


6 


Dolerite (T. K. 51817, 14) 
Andesitic basalt (T.K.51817, 7) 
Plagio-liparite (T.K. 52929, 10) 
Spilitic basalt (T.K.52930, 1) 


XK 山 oe 
JK ates Gs Ab AGRE bE 72 BAe ATR CHS. 日 向 川 流域 は 所 主 新 


史 


Sm 2000 米 に 及ぶ 。 


地層 堆積 より 現在 


の 位置 まで , 種々 の 発展 の 跡 が 鑑 わ れる 。 筆 者 は 火山 岩 と 地質 環境 の 相 写 
BITRE ROSA, KURO} ee a 


此 の 表 を 基準 に し , 火山 岩 史 の 各々 の 説明 を 


ノー > 


1 人 7 ウツ 9 


1) 含 亜 灰 長 石 岩 に 就 い て は , 田 ロ 一 雄 氏 が 既に 報告 され て いる 。 


田 ロ 一 雄 , 阿部 正宏 ; 


REL REE OAH LAE Gk, 37, 130~140, 昭 28 
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KK 活 動 堆積 層 


Viele 。 | SAteniE 
(eet (acu) ANY a ee 
VERO ESSER) |TV Sate 2 oe (lei REA 
CRERRAR@ | & yt i 層 | ARE Kt a, oe | 


Ek eB 


人 造 構造 運動 geen BOBIK Dae 
(鳥海 断層 形成 ) fee 
Fase Bee Mages, ee 4 oe |) BeeucHeeee | 
wee Per sa eae 
aes || Shee eee 
化 第 化 | 2 Oe 


内 部 的 隆起 双 『『 斜 長 流 紋 岩 及 石 英 安 | FH 層 | 細 粒 砂 質 に な る 
FRITS OF at 山 岩 の 貫入 a et” 


fR Js 
T SR KRBSEA RUN eS Pa eel dL 
> 深海 成 相 を 示す 。 ) 
深 HAE KBR EA, A BIB AHL AH, Oy 
te ee ee 
化 I LRBBSHE RE 容 に w 
Bayt (一 部 ス ビラ 青 沢 Bf VES TEER 
イト 質 ) BAEK | 
ZOE BES Oi 
Vea ESHER (KLHRAD 和 # 層 


1) "第 工期 火 成 活 動 (basic rock eruption) 3:2 し て 青 沢 層 に み ら れ 
SLREURREAR OGM OMM CH So LIE O IH phic to 
て 示さ れる 爆発 噴出 物 層 を も 伴う 。 いづ れる 深海 成 堆積 の 深化 に 伴う 非常 


に 化 右 に 逐 し い , 細 粒 泥岩 相 に 依っ つて 示さ れる 地質 陣 境 の 下 で 著しい 海底 
拓 出 作用 の 結果 を 示す る の で ある 。 

右 学 的 に スピ ビラ イト 質 去 武 岩 の あ る 点 は ,. 地 向 斜 初期 火 成 浩 動 と し て 
特に 注目 され る 。 

2) $8 2 HARTGE) (basic rock intrusion) #1 ARI, iene 
PRED ASANC HS BL KEAN BRE LU CHEZ BNS. 日 向 川 流域 の 
AM STREAM AIRY CHEER POE ROME ne ER aot A 
KRY D® DO LAER BE EHO Ln SB, 比較 的 深部 に 於 いて 固化 し た 
a ICSU RRO LAT, 一 般 に 標 橋 石 を 欠き , 普通 輝石 は 
CaO に 逐 し い 特 徴 を 持つ 。 当地 域 で は 粗 紗 去 武 岩 に 引 続 い て , HREBO 
Aaa & fF 9 SERA CRE? の 導入 が 行わ れ て いる 。 


1) SHE; 新庄 筆 地 の ドレ ライ ト 和 群 に 就 い て , BE 35, 11~15, sg26 
2) 詳細 は 現在 検討 中 で ある 。 
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3) 第 3 期 火 成 洗 動 や (acidic rock intrusion) RHR L HEM 
次 渡海 相 を 呈し , 六助 層 に 至る と , HES, TER BRET ORE 
る 。 部 分 的 に は 亜 炭 層 を 介在 する 地層 内 容 を 示す 様 に な る 。 攻 次 堆積 盆地 
は 内 部 的 隆起 の 傾向 を 示し て 来る 。 そ の 隆起 帯 は 現在 の 出羽 丘陵 の 方 向 に 
一 致し , BARR Cli, 南 層 と 六助 層 は 不 整 合 関係 を 示す に 至る 。 六 助 層 
堆積 た に 先駆 し た 内 部 的 隆起 に 前 後 し て , RIO Bae tO 
沢 層 及 び 入 重 川 層 中 に 認め ち れ る 。 此 の 内 部 的 隆起 と 人造 構造 運動 に 相 伴 い 
RTA” の 導入 が 捉え られ る 。 ; 

4) 第 4 期 秋 成 活動 (basic rock eruption) ALIS HiSRewER, 
著しい 祥 曲 運動 が 認め ちら れる 。 此 の 福 曲 運動 に 伴い , YS OAR RIE OS 
形成 され た と 解く され る 。 橋 曲 運動 後 , 出羽 丘陵 は 隆起 洋 き 上 り , 海 は 現在 
の 出羽 丘陵 の 終 辺 部 に 狭め あられ, 不 整 合 関係 を 以 っ て , RUINED AER 
し て いる 。 此 の 最後 の 堆積 状態 の 海 岩 沿い に 噴出 し た の が , 第 4 期 玄 武 岩 
質 安 山 岩 類 の 燃 岩 及び 集 塊 岩 で ある 。 

5) 第 5 期 火 成 活 動 (young volcanism) 北 青 沢 部 落 及 び 大 芦沢 中 流 に 
於 いて , 特に 観察 出来 る 断層 が ある 。 此 の 断層 は 常 唱和 寺 層 を 切る 比較 的 新 
し いも の で , HUB PMrOROR? に 沿い 発生 し た も の と 解き され 
Bo FED CHELAIUIL, PROMS Lb OIE BORAT SICA 
い , 最後 の 隆起 山 化 の 完成 され た 時 期 の 火 成 活動 と し て 捉え られ る る の で 
ある 。 ヨー ロ ツ パ の 吉 必 時代 に 就 い て の 造山 論 に 従え ば final basic vol- 
canism と され る 。 SHALE t Ot ERNE ER ERI A 
は , 紫 の 地質 関係 の 反映 と も 考え られ る 。 

7 結 U 

造山 論 の 方 法 に 基づい て の 東北 裏 日 本 油田 地帯 の 新生 代 火 成 活動 の 追求 
を 代表 的 好 蜜 出 地域 の 当地 に 試み , SOMA O HAT L RSENS Od 
載 を 行 つ た に 過ぎ な い 。 今後 の 問題 と し て は , 

1 第 期 大 成 活動 以前 に 如何 な る 火 成 作 用 が 行わ れ た か 。 

2. 同 地域 に 全く 逐 し い , 中 性 の 火山 岸 は 造山 論 の 方 法 で 如何 に し て 捉え 
られ る べき か 。 

3. 所 調 グ リン タフ の 膨大 な 山 性 堆積 層 は 如何 な る 地質 環境 に 伴わ れる 
Do 

1) ABE) RG BURR Uc ORE DIEM FB DELS RBRVS fo OS 地 

域 的 に 発達 する 点 重 要 視 する 必要 が ある 。 

2) 硬質 頁岩 を 切る も の と し て , 筑 長 流 紋 岩 が 東北 日 本 に 常識 的 に 認め られ る 。 紫 れ 

に 相当 する 当地 で は 南 層 を 貫く の が 認め られ る 。 

3) 縁辺 部 の 地質 環境 は 火山 脈 の 問題 に 関 駐 し て 別に 報告 の 予定 。 
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n= 三 っ つぶ が 大 きく 取り 上 げ ら れる 。 紫 の 様 な 点 の 解明 に 依 つ て , 初め て 新生 . 
代 火 成 活動 の 内 容 が よめ 判然 と し て 来る と 思 EEN Bo 


Bad 化石 鑑定 は 洪 野 清 . 小高 民夫 の 両氏 に お 願 WES SUSHI SEMIS 
御 和 検討 戴 い た 。 此処 に 明記 し て お礼 申 上 げ る 。 PUL OMICS SRE 
ROCTOR, RBA OR ERT Zo 


a RA NBR NSE FSIS DSA VS 4 bh DEK BABL 
RBA OCOEKRUEORBOMBICHRET 


The occurrence of molybdenite and scheelite ore in the 
pegmatite and the geology of Shimomasaki district, Kawasaki . 
-machi, Fukuoka Prefecture. * 


#K FA OG A Me ~(Shigao Hayashida) 


Abstract: The molybdenite and scheelite ores ‘are fcund in the’ 
form of vein or impregnation in the pegmatite body of Shimomasaki 
district, and these were formed in relation to the aplite injection rather 
than the pegmatite. 

After the solidification OF pegmatite magma the residual part which 
has been heavily charged with Mo and W components was injected at first 
as aplitic rock along the boundaries between the quartz mass and the 
feldspar one in the pegmatite body. The molybdenite and _ scheelite 
minerals were deposited from the dilute acidic solution chiefly into the 
feldspar mass after the aplitic injection. Next to above ore deposition, 
alkali solution invaded through the almost same passage with the ore 
deposition, and metamorphosed the ore body through sericitization and 
carbonatization. 


iA a 


4 FEL BJ ABN MUFF FBI BR eH pegmatite (kG FT v Skah 
ウッ ラン 雲母 その 他 の 放射 能 鉄 物 の 産地 と し て 知ら れ て いる 。 1) 

上 記 両 地 の 内 , 筆者 は 下 真 崎 の pegmatite に 付 て 上 記 の 鉱物 と は 別 
の 目的 で 調査 する 機会 を 得 た 。 即 往時 相当 長期 に 豆 つ て 石英 を 採 握 し た 同 


* 本 交 は 第 59 総 会 で 「 田 川 郡 下 真崎 の pegmatite 中 の 交 水 鉛 鉄 の 産 状 」 と し て そ 
の 概略 を 発表 し た も の に , 更に 基 後 の 鉱床 自体 の 精査 及び 周辺 地域 の 地質 を 加え た 
も の で ある 。 

1) 加藤 武夫 : SKM 

2) APRS: 鉱床 学 CEA) 

3) A EIS: 福岡 県 田川 地区 放射 能 鉄 物産 地 の 地 質 , 鉱物 , 九州 鉱山 学会 誌 , 

18, 34 
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tho Fabs 2 RAG, ASK, BERSERK Dt ORK SBS ET 
BoD SHE MY, TIM ARO UHR, TE & DSF L, 不 
FRM BER E 2 UT, PGS Ow LC MRUS SERB 2, 更に その 附近 
を 精査 の 結果 は , 乏 と 殆 ん ど そ の 位置 を 同じ くし て 同 鉄 が 別に 幅 約 30-m 
ORME LC NS の 方 向 に 10m 以上 も 追跡 し 得 , TY ALE 30° 
を な す 本 脈 下 部 で は , FORKS RIB D DIA, 谷 鉄 体 は 全体 と 
し て 著しく 緑 泥 石化 し て いる 事 を 知 つ た 。 此 の 事実 は 前 記 廃 石 中 の も の と 
は 明らか に 性 状 を 異 に する の みな ら ず 本 邦 pegmatite に 関係 する BEAK 
鉄 及 灰 重石 の 一 般 産 状 と も その 型 を 異 に する も の で ある 。 

質 て 北 九 講 筑紫 山脈 は 二日市 低地 帯 に より , 之 が 筑豊 と 奪 振 の 両 山 塊 に 
BINS LBA, COMNI YD (EM SIL LMC Tw So SLTM 
之 等 を 母 岩 と し て の pegmatite is Z asco RAC ZERSD, 
之 等 の 内 で 後者 山塊 に 属す る も の に は , AMARMOMIEL DSM re 
mw, 之 に 対し , 前 者 筑豊 山塊 で は 該 域 花 賠 岩 と 関係 ある 接 鯖 鉄 床 中 ( 田 
JNEB= Oe, NA THE RGD SLT pegmatite GSB ESA, 
田川 郡 安宅 基 他 ) ICO KRSOMMILHACBSL <A SAW 

以下 筑豊 山 碧 pegmatite 中 に 産 す る 輝 水 鉛 然 及 灰 重石 の 産 状 の 一 型 と 
Ut, 以下 題 記す る pegmatite の 難 水 変質 帯 中 に ある も る の を 述べ る と し 
て , 夫 に 先立ち 附近 地質 の 概略 を す 。 

位置 , 地形 , 地質 
表題 の pegmatite は 田川 市 の 南方 6km 余 の 川崎 町 下 真 時 の 部 落 よ り , 
更に 之 の 南西 , 小 流 に 沿 つ て 約 1km の 丘 上 に ある 。 MBs, 243m を 

最高 地 と する 低 山 地帯 で , REAKORET SAPD A 150m 前 後 の 低地 に あ 
NR = 系 と 夫々 不 
整合 及 断 層 で 界 さ れ た 幅 2 km 余 の 南北 に 狭 長 な る 花 賠 岩 地帯 で ある 。 然 し 
ON NG oe 内 木城 及 工 平 附 近 を 界 と し て , ZO USH~ Hee 
PERLE SS, MILER LAE, BOROBSZETC ESSE, ZL peer 
両 岩 域 の 間 は , PRO BY ER BI RE SARGRPG ICH E te L CHET Se 
OL CAbBURSE AS (ERA ic lk pegmatite, aplite 又は quartz porphyry 
等 の 優 白 岩 脈 類 が 貫入 する も , 南 域 の 岩 体 中 に は 優 白 岩 脈 を 見 る 事 な く , 
RO CMOS O-AIRE SS MLB LWW CHS SLT MAH 
pegmatite は 脈 状 多 く は 不 規則 形 を な し て 黒雲 母 花 韻 岩 域 の 南東 隅 色 下 真 
崎 附 近 に 偏在 し て いる 。 然 し 夫 等 何れ も 格別 scale の 大 な る も の は な く , 
選 題 記す る 岩 体 に 限 つ て 延長 100m 余 , BAT SPECS 20m Lh Low 


1) 村田 茂雄 : 福岡 県 上 野 映 附近 の 輝 水 鈴 付 床 , 趣味 の 地学 , 第 5 巻 5 号 
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を 示す 。 
atP 岩 石 各 ih 
=kF eats Ate 
人 TE i FA E/E i a 
ran pegmatite DH AF 4 O12 
eh 本 岩 体 に 限ら れ て いる 。 fal AS 
Yt ES 


up | BIA FHIGLEPOPHOR 
& 75 DELIA CHRONE TEMA 
Ap agit ia © THE LC ヽ ^ る の が 認め 
BN. BE CIE 

TERRA: 石英 と 共に 他 形 。 
SIRE THOS. BRE 
LRT DOM SH OY MALS ¢ 


認め な い 。 . 

SG: & ix lmmL SoM, 自 形 > 半 自 形 , saussurite / ヒ も し て 著 
し く 汚 湯 し て いる 。 双 上 曲 する も の も ある が 極め て 不明 瞭 , 対称 消 光 及 % ュ = 
1.544, 1,=1.55 GEYER) 2% 2Ab,,Ang, : 

Be: FERHYET RT. ERD ICUS Ned OUARATED 1S 
SABERTIDYVSS ZireknIz— RR SAC ED et 
に 出来 た も の る ある と 思わ れる 。 

黒雲 母 Nn 
ある 。 一 部 吊 開 に 沿う て 緑 泥 石 化し た も の も ある が 全 係 と し て 新鮮 。 多く 
BLE CATA T ZB BEHCILEOBFRESL CWS. RAE ERM L 
な い 。 

関 雲 花 答 関 緑 岩 BeMmt CREO ZLEANKSE OANA 
を 加え , MEICRNKSLASME, 次 の 琉 状 岩 に 比較 する と , 粒度 ゃ 組織 
を 異 た する 以外 成分 鉄 物 の 性 状 は 大 体 乏 と 同一 で ある か ら 各 成分 鏡 下 で の 
観察 は 夫 に 譲る 。 

PEIRBSSETE RBI | 前 岩 帯 に 南 接 し 荒 平 , 内 木城 より 以 南 に 広く 分 布 
する 。 lcm Xx2cm 以上 の 粗品 角 図 石 を 夷 品 と する の を 特徴 と する 。 RLZ 
等 導 唱 る 本 岩 域 北部 に 多く , LEO PRIA DMBICTT CKtE, 多少 そ 
の 量 を 減ずる 様 で ある 。 各 成分 鏡 下 で の 観察 は 

Seay WEA OK RE ImmAiKOMMIEO AB~F Aw. 
FEE LO BK CY A EABBA ELT A CT HE Zs S albite, carl- 
sbad, pericline OMe RU ARHHETRT. 又 正 長石 と の 境 で は 
myrmekite 化し て いる も の も ある 。 n=1.548, nz=1.555 で Ab;,An4s 
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の 成分 は 前 岩 と 同一 で ある 。 

ERA: その 量 は 僅少 , 右 英 と の 境 で は 一 一 部 自 形 を 示す も の も ある 。 

RSA: Imm 前 後 で 細か く 半 自 形 ~ 他 形 , ALC OBORE ROC BER 
LTS. Y=Z HR, X… 淡 黄 ; 多く は 艇 開 に 沿う て 緑 泥 石化 が 見 事 
で , 鏡 下 で 福 と 緑 の 納 状 構造 を 示す 。 紫 の 場合 両者 の 境界 は 明瞭 , た め に 
緑色 部 を 同色 の 雲母 か と 思わ し め る が , 然 し 常に 異常 青紫 色 の 弱 複 屈折 と , 
局部 的 で は ある が 手 状 体 の 扇形 を 示す 事 で 区 別 出来 る 。 本 雲母 が 特に 美 密 
な る 賠 光 を 放つ の も か ・ ゝ る 構造 に 基 因 する の で あろ う 。 倍 叉 上 記 緑 泥 石 化 
の 部 分 に 限 つ て は 常に 緑 灸 石 (epidote) が 貫 線 に 平行 し て 介在 し て いる 。 
—FFRVETAIE LL Ts 7 SERS ARERR BEL CWS 0 BR LEK 
Flix MORBEO MM ERIE LORYSOTHSIA, RL ZAM AR 
泥 石 化 の 行わ れ た も の に は 見 られ な い 事 か ら , ZHlim > SERAORBR 
され た る の で あろ る ろう 。 

角 関 石 : 夷 上 品 を な す も の は 別 と し て 石 基 中 の も の は 大 体 2mm 前 後 , 
多く は 融 人 触 さ れ て 半 自 形 一 他 形 * その 量 は 雲母 より 幾 分 環 い 。 最 大 消 光 角 
19°, 淡 黄 一 緑 の 多 色 性 を 示す 普通 種 。 焼 灰 石 , 磁 鉄 鍼 粒 , 或 は 黒雲 母 , 
NR MN Cee Ok 
あろ 3 う 3。 

Sane OE ED Ree 然 
し 之 の 品 出 時 の 状態 に 勿論 右 基 の 夫 と 異 つ て いた に 違 で な い 。 

Resa BEM Lime nN De. ABs PRM, 
附近 で 幅 30cm 位 の 細 脈 を な し て いる 。 淡 青 , BROBERCARRRA 
の 斑 品 を 散 点 , MORRO Me BD S. SEP CHAK felstic, 少量 
の 黒雲 母 を 混 ず 完 品 質 , 尊 状 構造 で H.Vogelsang OAs Aesc HAR zr 
す 。 斑 品 の 長石 は 大 体 Ab,,o Anso の 成分 を 有 し , 右 英 は 多少 円 味 を 有 す 
る 六角 又は 四角 の 輪郭 を 示す が , 内 部 は 著しく 融 人 触 さ れ て 石 基 成分 で 交代 
Shy WLS PLO Hine CHS— 

叉 本 脈 に 近く aplite OMMIKBAS, ERALMARAZIKLEOAR 
石 と 石英 を 混 え た 微細 な る 他 形 粒状 構造 を 示し て いる 。 

玄武 岩 質 岩 内 木城 に 近く 之 の 南方 に 2 条 の 平行 脈 と し て 存する 。, 価 れ 
OR Im 内外 , SUES < Wess, 破 面 に は 黒色 細 柱 の 班 品 が 目立つ 。 鏡 下 
で は 完 品 質 , 斑 品 に は 角 隊 石 の 他 に 透 煙 石 粒 が ある 。 両 者 は 大 体 等 量 で 疎 
に 散 点 し て いる 。 石 基 は microlitic texture OMB YEE LZ BBS 
BA, 磁 鉄 鉱 の 微 叙 を 少量 混 ず る 。 倫 長石 成分 は Ab;;An,, 以上 の 鉱物 成 
Bro ACK AERIS CHS. 

叉 荒 平 の 西方 岩 面 に は 1~2m 幅 の 2 条 の 岩 脈 が 見 られ る 。 30cm 前 後 
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の 球体 と な つて 縦横 規 則 正しく 岩 塊 の 配列 する 有 有 様 は 標 式 的 の 球状 節理 を 
ART BALES, EC ie OHH; 4km 余 の 山田 町 帝王 山 EEZIO 
と 外観 を 等 し くす る 。 PRU SIR EBERLE TAZOIL, EE 
BeENCTS. AsklsscmAKRA Oe pilotaxitic texture を 示す 。 
EL CARR EERE EC EB ai C ISH S NIL PR BER OE 
DBD ER TB. SU CHEMEL (ETH S OURO 
し く 分 布 す る た めで あり , LRORMRAH, ACHREL BRITE TH 
る 。 
PQS TEN PV SOR AMIC NT SBR. AISA MD 5 BIC 
PRO ES HALAS BEAR & zr L CARO NIZR C GHRL TU Bo 
SABER GO Btn ¢ BE OBA RET ZEAL SM, 夫々 の 成 
ARE ORE D AS GBB ROG CHASLLCY, ROME 
DPE OMBEBZET AS ChvOMLY BONS, MAAR YM 


UWE OK CHARA & dh LO > HODON, KROMMRPRED 


位置 迄 流動 し た 際 , Zit k SRE OBIE OMT 2 SABRE 
ERE CMRI LO. LORARMIDOOHEORET 3, EL 
HOMER CE OHMEL AD, ZICH EOWA ( SOLD 
の で な いか と 考え られ る 。 

本 域 で 本 岩 に 隣接 し , Lk 0 BRMOREAL Bion Sto RBS 
は , 、 本 岩 よ り は る か に 細 粒 で あり , そし て か ゝ る 粒度 の 相 異 を 単に 岩 罰 冷 
MME LIC DRAFT SLTHA, 両者 殆 ん ど そ の 章 入 期 と 場所 を 等 し く 
する も の に 芝 を 適用 する 事 は 無 意 味 で あり , 香 ろ そ の 原因 を , 岩 此 粘性 の 相 
Bie L DSRREYORT DS. MBB ATED £9 
LBMORARA—HEL VODA CHOCHNIE, 前 岩 は 後者 より 酸 
性 呈 よ り 湿性 で ある た め よ り 灯 料 と な る 可 き に , 事実 は 乏 と 相反 する の も 
LUPE ORS EORMMBMLEKD CHO, AMA TIL ARE MD 
の 際 多 分 に か ゝ る 傾向 が あつ た も の と 想像 され る 。 

花山 岩 相 互 の 開 係 AME RT SERA RBS iat WRK 
BER OPE TEBE CHS. WILK ORD LM ERT SL 


ee Ra hp RRA 
5 岩 S of. eas Abgz Ansaa Manlhie 
BALE aS 細 一 中 正 長 石 > 稚 長石 > 石英 > 黒雲 母 he ee 1 < 


Ha 
WUEEMEE 中 RETO ERS TRAD RESO Aly Ang ACA 
Albite 3d < RAPHE 
SORTEMDURE 粗 a Aber Atyg ACS 
Sear pbye> Albite Mae 
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TUEG; hilt 4=4OSERILERMC ES TZ & PARR ABE LL BEC » 従 つ て 夫 
等 の 導入 順序 を 此処 で は 明らか に 示し 得 な い 。 然し 上 表 鉄 物 成 分 と 岩石 の 
分 布 状 態 か ら 乏 を 判断 すれ ば , BOR OBS TERE ILEER OKO DAA 
と 想像 され る 。 そ し て 前 者 に は 班 品 を 殆 ん ど 見 る 事 穴 く 反 つて 之 の 直下 に 
比較 的 蜜 な る 事 は , BARRA he FH ORAM Aw 
部 に 限っ て 多少 沈降 し た も の と る も 考え られ る 。 一 方 黒雲 母 花 答 岩 は 之 と 接 
する 将 状 花 答 較 緑 岩 を 捕 鑑 せる 事 か ら 前 者 は 後者 より 後期 の 導入 た る 事 は 
明らか で ある 。 然し その 捕獲 岩 た 人 台 や 或 は 花 向 岩 自 作 の Ausscheidungs- 
schlieren か の 疑 も ある 。 然し 本 塊 は 同 岩 体 全域 に 有する 事 な く 内 阿 雲 花 
同 関 緑 岩 体 に 接し て 丈 有 し 上 夫 と 外観 を 一 に する の みな ら ず 劉 長 石 成分 及 
角 関 石 の 一 部 透 灯 石 化 等 の 性 状 を 全く 等 し くす る こと か ら 捕 獲物 な る 事 を 
確か な らし め る 。 
ペグ マタ イト BRE Mat ZHAO pegmatite は 延長 100m 以上 に 
る 達し , 之 を 構成 する 石英 と 長石 は 夫々 不 規則 な る 大 塊 を な し 所 講 graphic 
texture は 示さ な い 。 そ し て 芝 等 両 塊 の 分 布 も 岩 体 中 一 様 で な く , 石英 は 
岩 体 の 南 線 呈 上 部 より も 下部 に 偏在 する 。 そ し て 叉 石英 , 長石 の 両 塊 が が 相 
接する 所 で は , 前 者 が 後者 中 に 舌 状 に 紀 入 する の る も 見 られ , 右 英 の 品 出 終 
了 が 長石 より も 幾 分 後期 で ある 事 を 示し て いる 。 霞 頭 で の 長大 塊 は N40° 
E 844 40°W の 和 化 理 の 発達 著しく , 一 方 石英 塊 に る 縦横 不 規則 の 小 列 目 
が み ら れ , 従 つて 両 塊 共 極め て 破砕 され 易い 。 柄 し て 長石 に は 白色 と 淡紅 
色 の 三種 が 区 別 さ れる 。 MND BES, BBP, SP CHER 
片 双 品 を な し , ARIF LTS. SUCH > SGD MEME ES 
も の で 初め は 届 開 線 に 丈治 う て 僅 か に 変質 し て いる も の る も , 夫 が 石英 塊 た 
接近 する に 従 つて 放射 状 , 変 錯 状 或 は 樹 枝 状 と な つて 次 第 に 変質 が 著しく 
な つて いる 。 そ し て 叉 その 変質 の 特に 著しい 部 分 は 絹 雲 母 と 共に 多少 の 緑 
泥 石 も 混 じ て 之 等 は 肉眼 に も 幾 分 青 味 を お びている 。 KEBORG N= 
1.536 @ AbgsAny, 位 に 相当 すず する %。 —FYRELO RAE 1,=1.525 CEBG 
に 属し , 鏡 下 で は 僅か に 曹長 石 が 工 片 状 を な し て 連 品 し perthite 構造 を 
な し 之 又 百 色 長 石 と 同様 変質 され て いる 。 次 に 石英 は 白色 半 透 盟 透 明 , 
式 璃 光沢 に と み , BEF ClLIR ARADO BORE & HERR AIEEE LTB o 


HEAP RKEE Ott ARE : 
SeF HKOERALES FS pegmatite 岩 体 の 西 線上 部 , BIE, 7G 
両 塊 の 境界 に 沿う 長石 中 布 も 夫 が 絹 雲 母 化 特に 緑 泥 大 化 され た 部 分 に 限っ 
て 不 規則 塊状 に 鉄 染 し て いる 。 双 本 鉄 は 之 と は 別に 殆 ん ど そ の 場所 を 同じ 
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(Lt, Aah icte Tem~3cm, 長き 20~30cm 位 の 多数 の 細 脈 と な 


DEAK NS OAM FAICELZIL, それ 等 全体 4 し て の 幅 は 30:m 所 

#8 sheeted vein と な つて 産 す る 。 然し 本 脈 も 地表 下 15m 位 の 下部 で は 
単 成 脈 に 移 化 し 此処 で の 脈 幅 は 多少 の 膨 縮 ば ある が , 平均 15cm 位 を 示 
Fo iL CAIRO Lik pegmatite OHA AME HICER es C, 
本 脈 が 只 pegmatite BAN IIIREN THOS. ZILAIRO RAED pe- 
gmatite 瑞 結 後 と は 云え , KORMBRKAOLEAARMANOLOCH<, # 
ろ pegmatite 夫 自 身 に よる 作用 即 同 岩 体 固 結 時 の 収縮 に 基く 歪 力 に よる 
CDEMMRANS. ME CHIE SRARMBBMIKO EBL FE 
部 と で 多少 共生 関係 を 異 に し て いる 。 BIG ARO LER HRK AICS SOR 
BRL & MARL 鉄 体 は 絹 雲 母 化 と 同時 に 多少 の 緑 泥 右 化 を 受け て いる が , 
PRO PRR CLRRRe LSB, BOK CKBAe MA, BE 
は 全体 と し て 外観 殆 ん ど 経 泥 右 化 じ て いる 。 SUCHE CSE ASE 
の 比較 的 濃 集 する と ころ , BUC RKBARBRALBRE CHL, it 
KA OMRBA LBA CAM eA RBS NE で 核心 を 甘 つ て い 
Zo BLLZEREBAOMAERYSIVOU— 一 般 に PAp’=79° Os*fpimiska» 
ieee eS ee 

BER BELV G=62 @ H=5, RICK FH CREAILOM 
ee SG Hk, GREAZAOMCMELCACL, 場所 に よ つ て 細 叉 は 
Mas LMOMTFREESL, MOB YD BR, 後者 は 斑 状 組織 を 
時 し て いる 。 か ゝ る 尊 度 又は 組織 の 相 異 は 多分 夫々 に 於 て の 成 生 時 の 温度 
の 変化 に よる も る も の で あぁ ろう 。 そ し て 斑 状 の も の で 斑 品 粒子 は 比較 明瞭 な る 
自 形 を 有する 事 か ら 之 が 早期 の 成 生 で ある 事 は 明らか で ある 。 そ を し て 又 石 
基 の 尊 子 間隙 は "(1) 絹 雲 母 , (2 GHG, (3) MEERA CARE 
HANTS. Ze CMC AA St nid, NA ae 
LYE a Ais AH Ze SABLE CHB Hb, 一種 の 網状 組織 を 示し , 稀 に は 
脈 状 と な つて いる も の も あぁ る 。 (2) ABER CR<, 斑 品 の 一 部 方 解 
右 化 され , (3) に 於 ける 如く 絹 圭 母 と 方 解 石 の 共有 する も の で は , 前 者 が 
Oe eee ee EN 
BATZB(SSO5, 絹 雲 母 の 成 生 は 方 解 右 と 殆 ん ど 同 時 或 は 夫 以 後 

Bins. WE EOCRAMBOAMKAA I, Eee 
Tle, LIGA LICE る も の で ある 。 

折 て 本 脈 鉄 体 の 緑 泥 右 化 は 如何 様 に し て 行 は れ た か pegmatite 中 に は 
度々 巨 品 黒雲 母 の 集合 塊 を 見 る 事 が あり , 之 等 は 叉 石英 , 長石 両 塊 の 境 面 
に る も 存する 事 が ある 。 か ゝ る 黒雲 母 の 産 状 か ら み て , RAOLT TMT S 
緑 泥 大 化 に 於 て 或 は その 一 部 に は 黒雲 母 源 の も の ゝ > 混信 する 事 も 想像 され 
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る が , RAUMMICRSZEOMA LARMERAOBEICHRI SIOL ED 
NS. Be ChEMABA Hic HS SPKARILAAE lem, 厚 さ 5mm 余 の ・ 
大 角 板 状 の 自 形 を な し て 濃淡 不 均一 に 分 布 す る も , FRCILIRR ILS DRE. 
REET ZO HS, MUCHREBTOLO CS, HOMFIS EBLE: 
HH & 1. CE OFERS % HED CAPAC OTSA. HOBREHANTILO 
は その も の ・ ゝ ABDC BAHL TT L EBAY OM HH 2 

目 が み ら れ , ZEOWAIRMIER,. 部 分 に よ 
DULZICL SOMBRE OTH HX NT 
WSo HOSSEISAR & 21 VE EE FA OS EK SD 
鉄 の 品 出 より 谷 後 期 で ある 事 を 示す も の で あぁ あ 
Do SK PGK 2S HH 7k SERA & ARTA C 
Zee SAA ORIEA YD MONIC a Dake 
され , 同時 に 夫 の 一 部 は 板 温 右 化 し て いる 。 
本 板 温 石 は 葉 片 状 で 波状 消 光 を な す 。 以上 の 事 
Db ARMA CORVEILE BRBZL, 本 作用 は 交 
TREAD ERED AT EVE FIL TH DOM, HK 
DRIVES TB KE LE SOCHS, RUA 
DEL & LA CHRIK SASK & VEG O BRAG IIE 
し 得 な い が , RS ( AYE EO HL HK SS 
鉄 の 上品 出 期 と 殆 ん ど 同 時 と 閉 え られ る (第 2 図 
LID, 谷 緑 泥 石 に 混 じ て 少量 の 緑 灸 石 る も み 
られ 夫 が 斑 品 緑 泥 石 と 相 接 する も の で は 後 著 の 
ARPES EBD & AC RR O RAIS ARSE TS 
kYVBDENK OCHS, 

PRUC ARG OGRA CIE, ZOVMELARIR EO 
上 部 に 似 て いる 。 QUMBtOMESt AL e+ 
る た めで あぁ ろう 3 う 。 HAM UTK SABE CIR BG 
は 見 られ な い 。 本 鉱 体 で 熱 水 変質 み 著 し く な い 部 分 を 検 鏡 す る と , て (第 3 図 
UT) pegmatite 長石 の 一 部 は 他 形 細 粒 の 長石 , 石英 の 集合 即 も aplite で 
交代 され て いる 。 一 見 夫 等 は 破砕 を 受け た も の * 様 た みゆ る 2 PRL eae 
ORFS EBORMIET 3% O25 部 分 に よっ つて は 稀 に 自 形 の 石英 灯す ら 
DATS. CUCL aplite MORTAL ¢ MSGI IA REE Ca 
代 さ れ て いる 。 鉄 石 鉱物 は か ゝ る 変質 の 著しい 所 に 存する 。 か く L CASE 
Pict > & aplite MORE F % MIBK MGR RW A a pegmatite に 
PRD DERI UD > HAZE ORR ORE ATS aplite cmER s 
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EUROS SHE RALYS, 


DI_EARGEIE TC DAKE DARE EUR 7 DS SETA Ic PE BROS aS aE 


体 で は 夫 の 下部 に 存 せ ず 上 部 に 限 つ て 見 られ る 。 之 は 多分 下部 で の 和 熟 水 は 


多少 酸 隆 で あつ た が た めで , 然し か ゝ > る 酸性 液 る 夫 の 上 昇 途 上 長石 中 の 
alkali で 中 和 さ れ て 次 第 に alkali 性 液 と な り , 遂に は 本 脈 上 部 に 於 て 次 
GK eV, そし て 又 絹 雲母 化 を 著しく する に 至 つ た も の と 思 は れる 。» か 
く て 本 銚 体 で は 緑 泥 石 を み し て , 鉄 体 え の 指示 鉱物 た らし め る 。 
著 し 煙 水 鉛 鉄 , 重石 鉄 は 鉛 石 等 と 共に pegmatite 末期 及 芝 に 次 ぐ 気 成 
期 更 に 続く 高温 熱 水 期 で の 所 産 と 蓋 い , 本 鉄 床 の 如く 緑 泥 石 化 の 中 温熱 水 
型 と な つて 産 す る 事 は 聞く 事 が 環 い 。 そ し て 本 鉄 体 一 部 に み ら れ る 僅か で 
は ある が , aplite 質 岩 の 存在 は , pegmatite 固 結 後に Mo,W 成分 を 比較 
WAINIBEL bORBRA, ZEO RB & mineraliser と し て 放出 する 
事 な く , BIO—MeEET aplite LCR, そし て 基 後 の 中 温熱 水 よ 
YOO CHARML LCR, 叉 乏 と 殆 ん ど 同 時 に 緑 泥 石 が 行 は れ た 。 再 
BTML, BABAR KR Mes MOP e ASHA, 少量 
ORR & FEO OARIRAILAB LS, そし て 等 と 共生 し て Mo, W BK 
ERIC LCOS RILY, 之 等 の 成分 が 気 相 と し て 上 昇 成 生 さ れ た も の 
で な く , どちら か と 云 えば 副 酸 性 の 中 温 深 液 か ら 品 出し た も の と 推察 され 
る 。 


結 

1. 本 域 構成 の 主要 岩石 た る 花 賠 岩 類 は , RSORRARKD RIERA 6 
察する と , MOREA, 続い て 黒雲 母 花 局 岩 最後 に pegmatite の 
PAL ROC, 同 三 岩 紫 の 正常 な る 進化 を 示し て いる 。 

2. 本 域 で の pagmatite は 黒雲 母 花 賜 岩 域 の 南東 続 に 偏在 し て いる 。 
ILO PO— Dic Mt Ses pegmatite 岩 体 中 に は ; ZORMRIC HOG 
He TPR OR AEC IB RAC, BRK BOG LIKE SK RAR 
又は 脈 状 を な し て 産 す る 。 ELCZSOBRLHLS, RYE AIEL TY 
る 。 然 し か > ゝ る 変質 の 著しく な い 鉄 体 の 一 部 に は 僅か な が ら る も aplite Wa 
に よる 交代 が 認め られ る 。 

3. LEONE SABO RAI pegmatite [MAO aplite BEML 


Dill 


関係 が 深い 。 All pegmatite 品 出 後 の 残 此 中 多分 に 濃 集 し て いた Mo, W 


成分 は 気 成 期 に た 於 て 夫 等 の 成分 が 気体 化合 物 と し て 放出 され る 事 な く , B 
He) says aplite L L-CREMIA NSD ABREU CREL, 基 後 の 中 


1) T.S.Lovering: The origin of the W ore of Boulder County Colorado, 
Econ. Geol. 36, 1941 
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温熱 水 の 弱 酸性 深 液 と な つて , 大体 aplite VEN & fa— Rss Zt GIO 
裂 鱗 に 沿い 上 昇 ,) 之 に よる 緑 泥 石化 と 殆 ん ど 時 を 同じ くし て 灰 重石 , BK 
Mekngsibasmpian, WHBOB Ks alkali WE 2OT PARE RHE 
母 化 等 を 行 つ た 。 


新 刊 紹 > 


Geochemistry by the late Goldschmidt, V. M. (edited by Muir, A.) 
AML wR Goldschmidt Bw AEE P Sir William Ogg の 奨め に 
より 執筆 くさ れ た も の で ある が , 健康 に 恵まれ な いた めそ の 著作 は 業 半 に し て 終っ つた 。 
その 後 Dr. Muir 同学 の 忘 の 助力 を 得 , その 遺稿 を 編集 増補 し , 出版 し た も の が 本 
閉 で ある 。' 本 書 は 地球 化学 全 分 野 に 豆 る 参考 書 で 前 に 刊行 され た 同 著者 の Kristall- 
chemie, Verteilungsgesetze, Grundlagen d. quantitativen Geochemie 等 
を その 骨子 と し , これ に 出来 る 丈 近代 地球 化学 の 問題 を 取り 入れ , その 資料 を 収め 
て いる 。 そ の 内 容 は 大 別して parts I 及び MW の 2 部 に 分 た れ , 前 者 は 第 1 論 
地球 化学 の 進歩 と その 焦点 , 第 2 剤 地球 進展 上 の 元素 分 布 , 第 3 eRe ae AOE 
展 , 第 4 意地 球 化 学 現象 の 定量 的 解釈 , 第 5 章 字 宙 の 化学 成分 , OH RIE 
学 に 関す る 結 品 化学 の 原理 等 地球 化学 の 一 般 基 礎 論 が 述べ られ , 一 方 part II 
(geochemistry of the elements) は 著者 が 最も 意 を 注い だ 部 分 で , HOH 8 AY 
上 が それ に 有 費 さ れ , SORE Sidgwick の chemical elements の それ に 従 つ て 
SlzeH, BliRa Tr Vee (LiNa,K,Rb, Ce), #1 7% b Cu,Ag,Au, 

2 族 Be, 第 2 族 & 7VHV+SR (Mg,Ca,Sr,Ba,Ra), 第 2 族 b Zn,,Cd,He, 第 
3 族 B,Al, 第 3 族 'a Sc, Y, 稀 土 類 , 第 3 族 bGa,TL 第 4 族 C, 第 4 族 a Si, Ge, 
Sn,Pb, 第 4 族 b Ti, Zr, Hf, Th, 超 ウ ラン 元素 , 第 5 族 NP, 5% b AsSb, 
Bi, 第 5 族 a V, Nb, Ta, 第 6 族 bO; S, Se, Te, 第 a Cr, Mo, W, U, 第 
7 族 b ハロ ゲン (F, CL Br 1), 第 7 族 a Mn, No.43 元素 , Re, # 8 i (1):Fe, 
Co, Ni, 第 8 旋 (2) 白金 族 (Ru, Rh, Pd, Os, Ir, Pt), # O #& He, Ne, A, Kr, 
Xe, Nt の 順に それ ら の 地球 化学 的 動 行 が 論述 され て いる 。 LL partlo 
第 3, 4 及び $5 章 の 如く : 夫 れ 々 前 閉 Quantitativen Geochemie, Kristallchemie 
及び Verteilungsgesetze を 参考 に し た 所 る も 少なく な く , 且つ part I の 一 部 に は 
Verteilungsgesetze を その ま ゝ 普 訳 し た 部 分 も み ら れ る が , SARAH LV ABM 
加え られ , 地球 化学 全般 に 関す る 良書 と し て 推薦 出来 る 。 な に は と も あれ , 地球 化学 
の 分 野 に 多大 な 貢献 を し た Goldschmidt の 業績 が 一 域 の 書物 に まとめ られ た こと - 
は 意義 深く , この 方 面 の 研究 に 携 る も の に と つて は 参考 に な る 書物 で ある 。 
(MAB lx Intern {ser. of monographs on physics” と し て 発行 され た も の で ある 。 
(AX 7027, Oxford Univ. press, 1954, 3470/5) (EEA - 

Diffusion in and through solids. by Barrer, R. M. 本 書 は 固体 中 
に 溶け 込む 物質 の 透過 度 や 拡散 恒 数 に 関す る 研究 で , その 内 容 は 第 1 章 各 種 溶質 体 に 
つい て の 拡散 方 程 式 , 第 2 意 毛 細管 系 中 の 流動 瓦 其 に 関す る 問題 , 第 3 章 ガ ラス 及 
び 人 金属 中 を 流動 する 瓦 世 の 問題 , 第 4, 5 章 金 属 中 に 於 ける 気体 拡散 の 現象 , 第 6,7 章 
イオ ン 格 子 ま た は 金属 中 に 於 ける イオ ン 及 び 原 子 の 拡散 席 BL TORE E に 関す る 
問題 , 第 8 意表 面 拡散 に つい て の 問題 , 99, 10 意 有 機 重 合体 中 に 於 ける 瓦 其 及び 蒸 
気 の 流 動 に 関す る 諸 問 題 等 で , 本 書 中 著者 は 特に 実験 的 考察 と , 数 学 及び 物理 学 的 方 
法 に よる 理論 的 解釈 と を 融合 さす る こと に 意 を 用 い , AP OM UPR 
する 物理 学 的 恒 数 を 具体 的 に 表示 する と 共に , 拡散 , ARR UTEEO 過程 に つい て 
current theories の 概念 を 導入 し て いる 。 本 書 は 岩石 中 の 拡散 , 鉱物 間 の 山 相 反応 
及び れれ ら の 変成 過 想 に 関す る 基礎 的 , 理論 的 研究 の 参考 に な る 。 

千本 閉 は “Cambridge ser. of physical chemistry” と し て 発行 くさ れ た も の で 
ある 。 (4x3¢ 452 BH Cambridge Univ. press, 1951 年 再版 , 2480 円 ) CRA) 
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7645, ZrO,-TiO, % Brown, F.H., 
Duwez, P. 


化学 試薬 の ZrO, RU TiO, の 粉末 を 
BORE CEYRABICRBULT, = 
れ を 1760°, 1370° 及び 980°C に 長 時 
Fim L, 生成 物 を し ら べ て 1800°C 以 
下 に 於 ける この 系 の 状態 を 明らか に し た 。 
従来 知ら ちら れ て いな か つた ZrTiO。 な る 化 
合 物 が 広い 範囲 で 生成 され る こと を XR 
的 に 確 め た 。 ZrO, OMABDS EG 


え の 転 位 点 (980°C) は TiO, の 増加 と で 


FEEL, TiO, 40mol94 yeu Cis 
400° 以下 と な る 。TiO。 中 に 固溶体 と し 
て 含ま れ 得 る ZrO。 の 量 は 1800“ 附近 で 
18 mol % で ある が , 温度 低下 と 共に 減少 
し , 980*? に 於 いて は 69%6 で あぁ る 。 MILAM 
ZrTiO。 の 性 質 は 未だ 余り 明らか で な い 。 

(Jour. Am. Cer. Soc:, 37, 129~132, 
1954) CRA 
7646, 新 鐘 montroseite VO(OH) 
Weeks, A.D., Cisney, E.A. 

3207 * yi, Montrose County ® 
Bitter Creek 鉄山 その 他 数 ヶ所 か ら , バ 
ナジ ウツ ムー ウツ ラニ ウム 鉄 石 中 に 発見 され 
た 本 鉱物 は , 黒色 , 亜 金属 状 で , 砂岩 中 の 
BFR IES ZL GRPERE RTE 
BANADC, "初生 的 な も の と 考え られ 
る 。 結 品 は 稚 方 品 系 完 面 像 唱 族 の 板 状 を 
な し , 通常 b,m, p 及び d<0,10,1) の 面 
か ら な る 。 軸 率 は a:b:c=—0.509:1:0.310, 
比重 4.0 (RMD 化学 式 は VOIOH) で 
HSU, 4H V の 一 部 は Fet? が 置換 
UL, SVE Be VR BR VER So 
Bie (bes Very Vs} O(OH) 0554 
され る 。 (Am. Min., 38, 1233~1241, 
1953) CL) 


$k 


7647, 4Zsymontroseite OB HE 
ce vans Bloet jr Ss 

3u 7}. montroseite DMA, 
ワイ ゼン ベル グ 写 真 , precession 写真 等 
に よっ つて X 線 的 に 研究 し た 結果 , その 構 


。 talk, diaspore に 類似 し , 鈴 方 品 系 で , 


ZeARReIx Pbnm で ある 。: BALA FIER 
は do4.54A 6。9.97, co3.93。 単 位 格 子 中 
ADFBSENS 7—) THOR 
果 , SRFOMEBRESHNIES, その 
構造 の 詳細 は 本 系 烈 の 他 の 鉱物 と 同様 で 
ある 0 (Am. Min., 38, 1242~1250, 
1953) [横山 ] 
7648, 高温 型 及び 低温 型 天 然 童 付 長石 
OFBWH van der Kaaden, G. 

BRA 6 ATARZS bw T, Rein- 
hard の ステ レオ 図 及 び 各 種 の 消 光 角 曲線 
に 高温 型 笠 長 石 の 曲線 を 補い , BL Ritt- 
mann, Ebert の 唱 帯 消 光 角 図 及 び K6Shler 
角 図 を 各種 の 双 品 に つい て 拡張 し た 。 fT 
Tertsch に よる 加熱 し た 低温 型 斜 長石 は 
完全 に 転移 し て いな いと 見 て BEDS 
いた 。 次 に 多数 の 深成岩 及び 火山 岩 か ら 
約 200 {i OBR EA で 経緯 鏡台 で 測 
mL, betORRRCHN7 LIA, F&F 
仁 状 岩 の 稚 長石 (An1~8) が 低温 型 に 近 
い 他 は , 殆ど 例外 な く 深 成 岩 に は 低温 型 , 
火 出 岩 に は 高温 型 が 認め られ な た 2%。 

次 に アル バイ ト 式 集 片 双 上 唱 は Kes 
り 深 成 岩 に 著しく , 叉 成分 で は An10~50 
が 特に 細か い 。 LA-NVAK EF RREO 
うち に は 両 片 の 大 き さ や 成分 が 違い , HK 
帯 構造 が 境目 で 中 断 さ れ て いて , 別々 の 
個体 が (010) で 接合 し た と 見 らち れる 所 讃 
接触 双 品 も ゃ 認め らち られ た 。 アク リン 式 は 大 
Wei, ペリ クリ ン 式 は 深成岩 中 殊 に 
calcic な 斜 長 石 に た 多い 。 信 アル バイ ト 式 , 
ペリ クリ ン 式 等 の 集 片 双 卓 は 外圧 に ゃ 関 


$32 BA MUR OA at 


係 が ある と 思わ れる 。 (Min. Geol. Inst. 
Rijks Univ. Utrecht, Holland, 1~ 
105,1951) CER 
7649, BRABDILBIMOBBETO 
KBHHER Emmons, R. C. 


32 個 の あり ふれ な た 深成岩 や 火山 岩 か ら 


電磁 石 と 遠心 分 離 に よる 重 液 法 を 用 いて , 
均質 な 鋼 長 石 を 10gr ずつ と り , Fk 
学 分 析 を し た が , 殆ど 久 て の 試料 が 著 し 
Ww SiO, DH (<3%) FRU Ze 
ROVIAA Core Or 分 が 絹 母 化し た 際 
に 遊離 し た も OER SNS. X-FK,O 
の 少 い の も 著しい こと で , 絹 雲 母 の 存在 
を 老 慮 に 入れ る と Or 分 と し て 3 % を こ 
えな い の で , 光学 的 な 不 規則 性 を Or 分 
で 説明 する 可能 性 は 少 い 。 ; 

Rica KES U-stage に の せ 二 重 変 
化 法 で 直接 と , 8, y; Dy, Ny を 測り , AICS, 
2V,(010),(001) は 薄 又 は 薄 片 か ら 測定 し 
夫々 三次 多項式 で 表現 し た 。 A-OK 
で 二 光 軸 が が X と な す 角 が 5° H HAI Hil 
BH, 又 光 軸 面 上 え の (010), (001) 
の 投影 は いずれ る ゃ 同一 試料 に つい て 測定 
誤差 や 高温 低温 型 の 聞 の 差 よ まり も は る か 
に 大 さき な 広 い 散 ら ば り 方 を 示し て いる 。 
(Geol. Soc. Am. Men, 52, 5~38, 1953) 

(+H) 

7650, (EL*AHRABH EHOFTX 
F Chayes, F 

1952 年 に 筆者 が 発表 し た 修正 図 に , 
1953 年 Emmons らち の 報告 し た 30 個 の 
RRA OFF し い 盗 料 中 の 屈折 率 を 用 いて 
成分 Ann を 出し , 化学 成分 に よる 値 Anc 
と 比較 し た 。 倖 長石 の 組成 を 一 応 理想 的 
ER A RT 
«=100—(4.975CaO+8.474Na。0O)=0 
と な る が , 試料 の 分 離 や 分 析 か ら の 誤差 
を 除く た め に (WSS に な る 試料 を 除い 
Ro 之 ら は 皆 包 裏 物 の 著しい も ゃ の だ うつ 
た 。22 個 の 試料 か ら , 


An=1.011An+2.62 ( 
と いう 関係 が 得 ら れ た が , 2.62 L978 
ER OREORAE MS72H, Fle 
多く の 測定 値 の 報告 され て いる Amelia 
と Bakersville BORRADZNENI 
つい て 屈折 率 と 化学 成分 の 関係 を 比較 す 
る と , 新しい 値 玉 が 閉じ く GHI.002) 低 
WOCE LAI OUPOARBRDL<, 修 
正 図 は 岩石 記載 の 実用 に 適する も の と 思 
われ る 。 (Am. Jour. Sci., 252; 172 
~180, 1954) (=H) 
7651, YI=A—LBAOWR (X11) 
billietite と becquerelite Frondel, 
J.W., Cuttitta, F. 
ハー バー ド 大 学 所 蔵 の Katanga pe billie- 
tite BaO ‘6UO。:11H。0 AFA 2c 
いて 新た に 研究 し た 結果 , こ の 分 析 値 は 理 
MERU o OMe HMC aL 72 Vaes 
OE LMT Fo 単位 格子 蛋 数 は 
(1) a0l4.25A, b 912.04, c515.06, 
(2) ag13.98A, bo12.08, co15.06 ; 
で , ay DIB BFHERO 2 CHA ZBI 
Pmma, は 9 屈折 楽 は (1) «1-730, 
B1.810, y1.815, — (2) ©1:725, 81.780 
71.790 で 2V(—)35° で ある 。 比重 の 実 
測 値 は (1) 5.32, (2) 5.36, X Katanga 
PED becquerelite を 新 ら し く 化 学 分 析 
し , 7UO。・11 有 HH20 化学 式 が 得 ら れ な た 。 
単位 格子 恒 数 は ay 13.92A, 5。12.45, c。 
15.09 G, ZAR#Ak Pmma, 1.730, 
B 1.805, 71.8209 比重 の 実測 値 は 5.3 
で これ ら 両 鉱物 の 性 質 は 極め て 類似 し て 
いる 。 (Am. Min., 38, 1019~1024, 
1953) OL 
7652, AYMAI=PI, San Ber- 
nardin0 の 含 ウ ラン ペケ マタ イト 
Hewett, D. F., Glass, hs 
最近 , カル フ オ ル = ア 州 の San Ber- 
nardino Ab, VIYVERMESERT 2 
タイ ト が 2 つ 発 見 され た 。 一 つ は beta- 


5 A BS 


+> 


. ae $533 


fite, cyrtolite WAR, 長石 等 と 共に 産 
し , この betafite は 巡り リフ オォ オル ニテ . 州 で 


は 新 産 出 に 属す る も の で , Pb /UP pp 
か ら 155x108 ERY 25 HO HHL He 
定 さ れ た 。 他 の ペグ マタ イト に は モナ ズ 
A, 福 能 石 と 共に ユー ク ネ セン 石 が 産 し , 
Rime, 鉛 , ウラ ン 比 か ら 150 x106 
年 で ある 。(Am. Min., 38, 1040~1050, 
1953) KR 
7653, Wat SRWOWR (11): Inyoite 
Ofede =AIWS2 Christ, C. L. 
2CaO-3B,03:-XH,O で 表 は され る 化 
合 物 の うち , X=13 (inyoite), X=9, 
X=7 (meyerhofferite),X=5 (colema- 
nite) 等 に つい て , 形態 学 的 , X 線 的 に 
研究 し それ 等 の 格子 恒 数 等 を 決定 し , 比 
較 し て いる 。 Hn ms & Hz Vol./O- 
atom の 値 は 減少 し て いえ 。 Inyoite は 
BS Le CZAR It P2/a, a=10.63A, 


b=12.06, c=8.40A, 8=114°02’, CHS, 


KR 2CaO-3B,0,;:9H,O =H AKRCE 
間 群 は Pl CHA, Meyerhofferite は 三 
Haug (Pl), その 格子 恒 数 は 次 
の 如く で ある 。 a=6:;61, b=8.35, c= 
6.49A,&=90°00’,8=101°31’,y=86°55% 
(Am. Min., 38, 912~918, 1953) 

【 長 谷川 〕 
7654, Montana jj] Harve ft OD 
septarian GREAO whewellite 
Pecora, WwW. LE Kerr, sc HH. 

Ansar Bearpaw 海 成 頁 岩層 中 に 
concretion と し て の septarian 石灰 岩 
が ある 。 この 結核 の 方 解 石 の 表面 に 25 x 
8 x 3mm 程度 の 柱状 白色 の 結 品 が つい 
て いる 。 こ の 試料 に つい て , KX 線 写 真 , 
光学 性 等 を し ら べ 夏 酸 石灰 石 と 確認 し た 。 
硬度 は 3, 比重 は . 2.21 Ce=1.491, p= 
1.555, y=1.654, 2V(+}j=82° CHS, 
地下 水 の 作 用 で 附近 の 堆積 岩 中 の 有機 物 
か ら 夏 酸 が つく られ , これ が アル カリ 性 


の 環境 下 で Ca OS KBRML L TI 


し た も の で あろ 3。 (Am: Min., 39, 
208~214, 1954) (REID 
BEBRU KU 


7655, KW PORDBAOMR ABA 
MAL NA 24 MEO ROR 
REROR KUMARONAMAOD 研究 が な 
Sh, その 結果 が 深成岩 , BREROS 
TEBOW A ERS eto RC HH 
UR RAGS LE C0.104~ 0.057% 
の Ca を 含ん で いる 。 これ は 著者 の ビデ 
AY 交 石 質 岩 系 列 の も の に 含ま れ , 
Bushveld 等 の 様 な 普通 の 玄武 岩 此 より 
上 品 出 し た も の に 一 致す る , て ( 点 出 温度 は 
1200°~1000°C), 低温 で 品 出し た も の 
は ,Ca0.033% ょ りゃ も ゃ 少 い 。 これ は 含 角 関 
夏 燈 岩 等 の 中 に 含ま れ , 又 低 温 の 深 或 岩 , 
AEE DRVY AVAIL 生じ た も OVE 
し い ( 品 出 温度 は 900~600°C), 著者 
DEAE SB AIID) の か ら は , EO 
値 の も の の > 他 に , 0.053~0.045 ofa 
の も の が 得 ら れ た 。 fa AL Mn の 含量 に 
つい て も ゃ も 述べ て いる 。 光学 性 に つい て は , 
屈折 率 (Nx, Nz), 複 屈折 を 化学 成分 
(Mg:Fet*?+Fet?+Mn ORF IEC) に 対 
UATE PEERED ON Bs cay 
Al —HIC FAL EOLA ic B 
化す る 。 多 色 性 は Ti の 含量 に 依る 。Mg 
50% の 成分 を 持つ 火山 岩 の 和 倖 方 交 五 は , 
深成岩 , 変成 岩 の そ れ よ ょ より TIKES, 両 
者 の 開き は その 両側 で 次 第 に 消失 す So 
HF IB a,b,c は すべ て Mg を Fer? 
が 軒 換 する に 従い 増加 する 。 @, < 恒 数 は 
Mg Fe に よる 置換 より Ca に 依る 
GRrrk VBU<S MTS Cloni4 Ft 
vy 44828 Ca>Fe>Mg O% Ch Ado 
Mg の Al に 依る 置換 は 6 恒 数 の 収縮 を 
AAG Bo MONEE, 格子 昼 数 の 各 
々 に 人 告 い て も Bushveld 型 を 比較 し , 2V 


拡 34 BEB OER AS 


に 就 い て は , その 差異 は HessM 言う 様 
に Ca 含量 の 違い に , LULA THRE 
の order-disorder に 依る か る 知れ と 
述べ て いる 。 (Am. Min., 39,30~46, 
1954) [島津 
7656, カル クア ルカ リ 岩 系 と 玄武 岩崎 

の 洛 晶 分 化 の 傾向 : 園 多 表現 の 新しい 試 

み に 就 いて Poldervaart, A., Elston, 
W. E. 

BE OBRDBCE ANAS Ric, MgO- 
FeO- (Na,O+K,0) 三角 ダイ アグ ラム 
等 の 様 な 図 的 表現 が 行わ れ て いる が , こ 
で は 新しい 試み が な され て いる 。 それ 
は “Linkage factor” を 横 軸 に と り , 原 
FHMjs (Mg/Mg+t Fe) x 100 ix (Ca 
/Ca+Na+K)x100 edict SH 
で ある 。 “Linkage factor’ と は 次 の 様 
に 表わさ れる 。 


Total O not cambined in OH- 
Sit4+ (Al+%in4—coordination) 


化学 分 析 値 か ら の eae あぁ あげ られ て 
いる 。 ‘‘linkage factor” (Mg/Mg+ 
Fe) x 100 ee AF TF 13, 
KR ER OF Gh (tO & AS Ore, 
RLENEANTIT VAY BROAN 
較 す る の に 特に 有用 で あ So 2 > に は 
Skaergaard 等 数 箇 の 例 が MgO-FeO- 
(Na,0+K,0) =fay 1777 24k bee 
し て 示さ れ て いる 。 “LRA OIER OFF 
品 分 化 作 用 の 主要 な 変化 の 傾向 は linka— 
ge factor の 増加 と (Mg/Mg+Fe) x 100 
の 値 の 減少 で 特徴 ず け られ る 。 これ に 対 
し て カル クア ルカ リ 岩 系 に 於 ける 分 化 は 
両方 の 減少 で 特徴 ず け られ る が , この 場 
合 は 点 の 散布 は 広く -OOmMmeE LCE 
わ さ れ る 。 この 様 な 新しい 図 で 表現 され 
BRR 6 AVI T VAY BREE 

BRO EB EAOIRY 生成 され る ゃ の 


x10 


で は な い 事 が 示さ れ て いる 。 (Jour. 
Geol., 62,150-126,1954) crs 


7657, pg Uganda と Belgian 
Congo MPR OMBStHEMEKAUSOR 
BR? Higazy, R. A. 

KW OE Ove katungite (HE 
Br FU7A), MBE A 72 F) 
uganctite (MHA, Miike, Ai) 
mafurite (ARP, 2H, kalsilite) 
で あぁ る 。 芝 等 岩石 は 比較 的 K,O, TiO。, 
PO; に 富み , "特徴 と し て K,O>Na,0, 
Al,O,>K,0+Na,0 な る こと で ある 。 
(LE ROVER COs BRBREBICBSL 
w Sr, Ba, Pb, Zr を 比較 的 多量 に 有 す 
る 。 之 の こと は 結 品 分 別 作 用 で も , = 音 柴 
と 石灰 岩 と の 同化 作用 で も 説明 出来 ず , 
Sr, ae NC CN SN 
Ti で Fe を 夫々 一 部 置換 し た 之 等 の 元 
素 と P #42 carbonatite BAZ, 
Ga を 持つ っ Al © Rb, Ba を 持つ KK を 
成分 と する sialic 岩石 と 反応 し た 結果 生 
成 し た も の で あろ . う 3 う 。 (Bull. Geol. 
Soc. Am., 65,39~70, 1954) 【〔 和 植田 】 


7658, Vermont, Monadonock 山 
の アル カリ 岩 株 の emplacement cE 
xt Chapman, R.W. 

New Hampshire, Vermont の Mona-— 
donock [N27 UH) HRD SRSA 
岩 体 の 岩石 学 的 化学 成分 , 鉱物 成分 る 挙 
WS), 構造 的 に 詳細 な 研究 を 行 ひ , その 
emplacement の 様式 を 結論 する 。 HERE 
は 深 a aie Rad LTS 
AMET A ARC (?) HRT ERS Hire 
BAT So eee ane 母 岩 の 走向 を 切 
り NNW に 延び , その 長 さ 308, wah 
は 2.5 CHS. BRIAR MANCILA 
RARBOERKSM, それ より 古い 訪 
BOLI 7 RERE OPCML SES 
PE D Bt RRB UE «CREE AD. 
が ある 。 BiH ORD OBI D DAE 
体 及 周囲 の 変成 岩 を 切っ つて いえ 。 WOM 
き 事 実 が 認め られ な た 。 


> 


SR #35 


(1) . 火成岩 は White Mountain ma- 
gma 系 列 (Mississippian?) の 典型 的 代 
: 表 で あぁ る 。 RBM, 線 構造 を 殆 ん ど 欠 く 。 
(2) 母 岩 に 対し 非 整 合 的 費 入 で , 平面 図 
CHA. (3) 境界 は 規則 で , SEO 
FRA RU AIRE TZ. (4) KM 
岩 と 変成 岩 は 明瞭 な 境界 を 示す 。 (5) 古 
期 の エセ クス 岩 は 弓形 の スク リー ン 状 。 
(8) 後期 花 賠 岩 の 小 塊 は 輪状 岩 脈 に 似る 。 
(7) 岩 株 は 放射 状 及 びそ の 切 線 方 向 Bi 
: 理 優勢 で , 録 脈 も それ ら 方 向 に 平行 構造 を 
示す 。 (8) 岩 株 の 北 及 南 周 辺 に 沿い 母 岩 
の 志向, 優 斜 は 乱れ , 一 般 構造 と 異 る 。 
紫 等 の 事実 か らち 本 岩 株 は 岩 此 滴 の 壁 か ら 
大 きい 弓形 板 状 片 , 小 塊 を stoping し 
な が ら , 負 状 陥没 に よ ょ つて 地殻 中 に 貫入 
し た も の で ある 。 (Geol.Soc.Am.Bull., 
65,97~114, 1954) (+B) 


7659, 北部 ノー ルウ エー の Randa- 
Isvik 地域 の 花 商 岩 作 用 の 温度 
Kulletund, G., Neumann, H. 

この 論 六 は 著者 等 の 一 人 Kullerund 
が この 誌上 に “The FeS-ZnS system. 
The geological thermometer” と し て 
詳細 に 論じ て いる 実験 的 研究 の 結果 を , 
thie ACE OVE TE ICIS し た も の 
で ある 。 こ の 場合 共生 関係 を な す . spha- 
lerite-pyrrhotite 中 の sphalerite の Fe 
含量 を 地質 学 的 温度 計 と し て 用 いて いる 。 
対象 と な つた 花 賠 岩 は , 牝 部 ノー ルツ ウツ! 
ー の Randalsvik 地域 の 花 悦 岩 で , この 
地域 は カレ ド = ア 造山 運動 に よる LB 
成 と 花 局 岩 化 作 用 に 依り 生成 され た (Eh 
BE, 片 麻 岩 及 び 変 成 岩 よ りな つて いる 。 こ 
れ 等 に 爽 ま れ て 石 墨 片岩 Chalten 
TT) が 産 事 る が , これ は 副 成 分 と し て 硫 
化物 を 含ん で いる 。 この 硫化 物 は 種々 の 
地質 学 的 関係 より , 花 賠 岩 よ り 供 給 さ れ 
た も の で は な く , / 原 岩 中 に 存在 じ て 居 つ 
た も の で ある 事 が 知 られ る 。 硫化 物 は 


' 緑 央 と 同じ く 一 般 に Cr, Ni. V +A 


pyrrhotite が 最も 多く , sphalerite は 
極 く 少量 で ある 。 こ の sphalerite を 分 
析 し た 結果 , (Zn, Fe) S 混 品 は , 12.5 
mol.% の FeS, 4.5mol.%¢MnS.#4 
ん で いる 。' この 値 に 実 只 的 結果 を 適用 す 
れ ば , ARIE ILE Ci 390°C LHE 
定 さ れる が , それ に 圧力 を 地質 学 的 関係 
か : ら 200041000 気圧 と 考え る と , その 
生成 温度 は 440425°C LABLU ST. 
いる 。 この 石 墨 片岩 中 の sphalerite は 
産 状 等 より 花 韻 岩 生 成 と 同一 条件 に 置か 
れ た 事 が 推定 され る 。 従っ つて この 地域 の 
花 賠 岩 の 生 成 温度 は 上 記 の 如く 440° 前 後 
と 考え られ , CORTE CAE ia BRO 
存在 は 考え られ ず , LOMA “non- 
igneous” で ある と 述べ て いる 。 (Norsk. 
Geol. Tidsskr., 32,148~155,1953) 
: [島津 
7660, 南部 Scotland, Loch Doon 
DORK BEA PICA 3 has ERA 
Eli VSR 
Loch Doon complex* を 構成 する 主 な 
深成岩 類 は 交 石 を 念 む フー ライ ト RO 
も の で , EDs, Eh Niea, 7H 2% 
ロ 岩 等 より 成る 。 MRS d oink 
岩 や 粗 久 去 武 岩 に 比べ て か な り Rb, Ba, 
Li に 富む 。 ア ダメ ロ 岩 は 図 緑 岩 や 花 賠 隊 


に 有 し 之 の 附近 の 推 積 岩 類 と 同じ く Cr> 
Ni>Co の 関係 を 有する 。 尋 石 を 人 各 む 塩 
基 性 の も の は Pati a7 E fs Pie aa Vc LES 
<< Cr, Ni OBS Li leads, SC 
塩基 性 の も の は 中 性 の も の に 比べ て Cr/ 
Fe? が 低く , Li/Mg が 高い 。 ZOBSR 
は 直接 岩 此 に 由来 し た も の に 矛盾 する 。 

この 様 な こと か ら 芝 等 一 連 の 岩石 は 岩 柴 
分 化 に よる も の で は な く , 花 賠 岩 が 堆積 
岩 か ら 変 代 作 用 に よ つ て 生じ た も の で あ 
ZtB5_ (Jour. Geol., 62,172~181, 
1954) [植田 ) 
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7661, Ulv6spinel と その 音 要 履 に つ 
4st Ramdohr, P. 

"高温 で 岩 紅 分 化 に た に よ つ て 生じ た RRA 
H, 特に チタ ン 分 に 富 む も の は チタ マン 鉄 
鉄 の 離 訟 葉 片 の 外 に ulv6spinel (Fe, Ti 
O』 に 相当 する ) の 薄 茎 が 認め ちら れる 。 
著者 は この 鉄 物 の 存在 に 興味 を 感じ , 10 
FER I ODBIMD PER, 光学 的 性 質 及 び 
磁 鉄 鉄 . チタ ン 鉄 鉱 , 失 品 石 等 と の 共生 
関係 な っ いで 研究 じ 邊 現在 ま で 少な ぐ と 
も 25; 箇 所 の 産地 を 知 つ た 。 こ こと こ で は その 
うち Sweden ® Sodra BU Norra 
Ulve 等 17 箇 所 の も の に つい て 述べ て 
いる 。 これ に よれ ば ulvospinel は 酸性 乃 
至 中 性 岩 体 中 より 塩基 性 岩 の 分 化 体 中 に 
多く ぐ 産 し , 是 つ その 共生 体 中 の FeO 分 が 
Fe。0。 分 を 超過 する 場合 に 限り 現われ 
BM, 共存 する チタ ン 鉄 鉱 が 赤 鉄 鉱 と 共 
生 す る 様 な 場合 に は , 2,3 の 例外 を 除き 
現われ て 来 な い 。 RAN BGP CL BER 
鉱 中 の 華 片 状 と し て 産 し , 1) 共存 する 
Ran ORAS REG MD (100) に 平 
行 ) と 平行 或 は これ と 親 状 組織 を 呈す る 
一 方 , 2) チタ ン 鉄 鉄 茜 湾 華 片 ( 破 鉄 鉄 
の (111) に 平行 ) と も 共存 し , 3, 時 に 
3Fe, TiO, +O=3FeTiO,+Fe,0, Om 
く ulvéspinel が 酸化 され て チタ ン 鉄 鉄 
に 変 ず る 現象 も 認め られ る 。 この 場合 の 
チタ ン 鉄 鉄 は 非常 に 小さ い REP ROR 
木 集 合 を 呈す る か , 或 は 和 倖 消 光 状 の 単品 
Bee aL, 明か に 初生 の も の と 区 別 さ 
れる 。 4) Ulvospinel の 最も 普通 の 組 
織 と し て は 磁 鉄 鉱 中 均一 に 分 布 す る 役 細 
な 網状 (ulvospinel の 量 が が 少な い 場 合 ) 
及び 不 規則 に 三方 向 に 変 叉 する 格子 状 
(ulv6spinel の 量 が 多い 場合 ) の 2 種 
が ある 。 Ulvospinel と チタ ン 鉄鉱 と は 反 
射 頭 徴 鏡 下 に お いて は 反射 色 が 類似 する 


Ds, RHE HOG NBL, BO 


ulvéspinel の 部 分 は 研 魔 面 中 に 孔 が 出来 
易い 。 ff} ulvOspinel (iwlET AL, BE 
KGL OEBWBADBCH<., これ ら の 科 
用 に 注意 を 要する 。 (Econ. Geol., 
48, 677~688, 1953) (ea 


7662, Sweden [<fMFSRMmFRE 
LtCOKAEO BM Grip, E. 
BOOTHE AH ORARO RII, ok 
河 の 流動 方 向 RUtOLBRORERMSE 
に よ ょ つて 新 鉱床 を 発見 し よう と する 試み 
が 過去 30 年 来 Sweden に 於 て 行なわ れ 
て いる 。 この 調査 の 結果 現 歪 まで 
Rakkejaur, Nasliden, Storbodsund, 
Harmsarvet, Laisvall 及び Ultevis の 
6 箇所 で RRRKRA—A Hot kt " 
GREK, 石黒 一 磁 硫 鉄鉱 及び 含 鉛 黄 鉄鉱 一 
関 亜 鈴 鉄 , 和倉 = ツケ ル 磁 硫 鉄鉱 . 自然 銀 
— EER SK PSE PAK — Fy ASK, 方 鉛 鉱 及び 
マン ガン 鉄 の 各 鉱 床 を 見 出し て いる 。 そ 
DARE Re RRA THE, 1) KAKO 
配列 は 一 般 に 規則 的 で 直線 状 を な し , そ 
の 方 向 は 新 期 水 河 の 衝 療 と 一 致す る 。 
2) その 春の 大 き さ は lkg EY lton 以 
上 の も の まで 種々 で , ' 原 鉱床 近く の も の 
(SABER. SNUBS Sneed 
So 3. 鉱石 林 の 存在 する 第 囲 は 配列 方 
VCS ユー7km 程度 で ある が , 時 に 
は 55~!25km の 遠 距離 に 及 ぷ お こと が あ 
So 4) 春の 分 布 密 族 は 原 鉄 体 より の 下 
離 に 略 々 比例 し , それ より 遠 ぐ か れ ば 奏 
の 分 布 は 不 規 貼 な 範囲 を 示す 様 に な る 。 
5) 原 鉄 体 が 氷河 の 侵 鯉 を 受け 離 い 場合 に 
は 上 記 の 関係 は 適用 出来 な い 。8) 探 鍼 に 
VR EDSS IC BRA OKT C7 SOOKE 
FVCHED ACU SHARK AGC 重要 な 役 
Ale ato 7) 原 鉱床 の 発見 に は 氷河 春 
の 追跡 の 外 に , BR, BA, 重力 等 の 物 


, 理 探 鉄 を 併用 し , その 結果 か ら 試 鈴 を 施 


す 方法 が と られ , 好成績 を 収め て いる 。 


aCe 


pe 


_ 録 $37 


(Econ. See pe Gedo 1953) 


* (SA) 
7663, PE=YFIGCMORILIER 
Michener, C:.E., Yates, A. B. 
Sudbury £#2=Y > VeRO (tb 38 
BNZOW COMA, 著者 は 特に 風化 し 
72BAGED core 及び 断層 に 治 う 降下 水 に 
ょ っ つて 酸化 し た 鉄 石 を 用 いて RHR 
的 考察 を 行 つ て いる 。 今 こ こ で 問題 に さ 
NCWZMEDS= YF VSN PRE = 
DY VG, 磁 硫 鉄 鉄 , BRAGA, その 
うち 前 者 は 最も 侵さ れ 易 く , LOB 
HAZHOT violarite を 生成 する が , こ 
れ は 中 間 生 成 物 で 次 の 段 陰 で は 殆 ん ど 落 
RSNCT 30 一 方 磁 硫 鉄 鉄 は これ また 
BANCO CBRAILG SM, 前 者 より 
遥か に 抵抗 力強く , violarite が 全部 深 
失 す る 段階 で も まだ その 半分 は 福 鉄 鉱 化 
を 受け ず まず に 残存 する 。 RK Gh ば また 
他方 で 下降 水 の 影 響 を 受け , 粒状 , 塊状 , 
ER ROBRFRRURKACAICL, 最 
後に この 両者 の 集合 と 化す る 。 この 生成 
物 は 普通 = マツ ケル を 含有 し , 時 に 成因 不 
RAD violarite を 伴 な う 。 RAMILHF 
より 最も 安定 な 録 物 で , 概して 侵さ れず , 
時 に 僅か 福 鉄 鉱 化す る 程度 で ある 。 著者 
は 更に 上 記 の 作用 を 実験 的 に 確 め る た 
め , 硫酸 , MRK, 硫酸 ニ = ツケ ル 等 に よ 
ZATIBREVED, これ と 上 記録 物 と を 
反応 せしめ て , その 変化 の 過程 を 究め る 
一 方 , HS を 使用 し て NiS 及び 非 品 質 
の 硫化 鉄 等 を 生成 させ て , これ ら の 実験 
結果 より = ツ ケル 硫化 鉄 布 の 酸化 現象 を 
議論 し て いる 。 (Econ. Geol., 39, 506 
~514, 1944) (EAI 
7664, #B=7 7 MoOMmEh 
Rasor, C. A. 
FEW O Biz BR = V7 VK (Ni,Fe) S, 
が 北米 Missouri に 産 し , FORAGE 
下 で の 指 帯 構造 や 草 色 を 示す MRM 


徴 的 で , この 性 質 は ドイ ツ Mechernich 
産 の それ と よく 一 致し て いる 。 この 黄 鉄 、 
ニ ツ ケル 鉄 は 後者 に 比 し 極め て 微細 で ,- > 
th 0.5k~5p, SHPRIC siegenite, By 
BOE ZL RUNS 黄 鉄 鉄 の 結晶 縁 に 沿 
つて 生成 し て いる 。 此 の 外 , 硫 コ ヌコ バ ルト 
GK (CosS,), FAgkek, Bao, BURSA, 
FREEREET SMR, ZNO 生成 順 
序 は EGR GK —> BMRGK— siegenite> EEE 
= ツケ ル 鉄 の 順 で , BHGK, PAR ASKI 
siegenite の 生成 後に 相 前 後 し て 品 出 し ,. 
方 鉛 鉄 は 最後 に 結晶 し た も の で , ZS 
鉄 物 の 鉱 化 作用 は 中 断 す る 事 な く PE 
続 的 に 行わ れ た も の と 思わ れる 。 

fal, 東南 Missouri の La Motte gk 
出産 ニ ツ ケル , コバ ルト 釣 物 に 就 い て は 
既に CGrenth (1857) に よる siegenite 
(Ni,Co)。S』 の 記載 が あり , 叉 当地 域 の 鉛 
鉱床 に 伴っ つて 産 す る ゴ バ ベルト, ニ ツ ケル , 
銅 及 び 鉄 の 複合 硫化 鉱物 に 関し て は Bue- 
hler (1918) の 研究 が あり , 之 ら は 種々 
の 成分 変化 を 示す が 平均 すれ ば Pb2% 
Cu 2%, Nil%, Co 0.8% CHAZ LM 
て いる 。 (Econ. Geol., 38, 399~407, 
1943) CBA az} 
7665, EQYADH +e RYYRFVR 
床 Heck, E cm 

{LaAeayYa Casablanca の 東方 75 
na, Middle Atlas 山 の 周 縁 部 に 隣接 す 
% El Karit SeKK, El Zegu 近 タタ ング 
AF V GRARVIGE $e SMB, rf 2 WHYS EOC Be 
HS ZB fbi eb Ze RAC 
Fav Chiba, PRES, eA 
$4) & OSAMA UE & EL < BAIR Cd So Ie 
の うち 前 者 鈴 鉄 床 は 鈴 石 を 主 と す る 石英 
細 脈 (走向 NW 性 , 傾斜 45°W) で 部 分 
的 に 4 へ ~5 史 の 塊状 を 呈す る 。 一 方 タン 
グ ス テ ン 釣 床 は 平行 な 2 条 の 主 脈 (走向 
N50W, #B190°~75°W, 市 4~ ah) 
より な り 鉄 石 録 物 は 鉄 満 俺 重石 , 鉄 重石 , 


抄 38 SBE ORR BAB 


KEAC ie BAIR PICS まれ る BaD 
jie es oui pad ea 


ine! 


Eb ae cad oy Se ae 


が 産出 し , BULSMMACADonT, 
更に 鍋 鉄 石 と タッ グ ス テ ン 鉄 石 が 共生 す 
る 事 は な い s ゥ 

GRE SOME, 破砕 帯 に 支配 され 
た 熱 水性 鉱脈 と 思わ れ , 上 記 花 賠 岩 類 と 
直接 の 成因 的 関係 は な られ な い 。 タン グ 
AF VYERD FACIE 41°C OY RADE 
HL, PEC HHO e RARE ZL 
て 分 布 す る 事 な ど か ら , 或 い は これ ら に 由 
来 し て 生成 し た 鉱床 か と も 考え られ る 。o 
fa, 欠 石 の 平均 分 析 値 は Sn 72~74%, 
タン グ ス テ ン 鉄 石 の を れ は WO。659% で 
HS_ . (son. Geol., 41 
1946) (Bm 88 423 


7666, 石油 の 成因 に 開 す る 研究 一 ATE 
積 物 中 岩 化 水素 に 就 て Smith, P.V. Jr. 
石油 の 成因 に つい て は これ 迄 種々 と A 
論 さ れ て 来 た 問 題 で 一 般 に 海 成 又は ER 
水 の 堆積 物 中 に 砂 , YELLE 
MOA, 圧力 , バク テリ マ , 放射 能 , 
触媒 作用 の 講 営 力 に 依り 継 変 作用 を うけ 
次 第 に 石油 に 秦 化す る と 云 ふ の が 従来 の 
説 で ある 。 然し 勿 ら 如何 な る 過程 , 機構 
の も と で 石油 に な る か と 云 ふ 間 題 に つ 
いて は 具体 的 な 研究 は 極め て 少く , LP. 
D. Trask を 始め 地質 学者 が 種々 と 試み 
た の で ある が が , 現世 堆積 物 中 に 液体 の 炭 
化 水 素 を 確認 し 得 な か つた た め に , これ 
EDOM RAL 有機 物 が 沈 積 後 直 ち ACHE 
積 過 程 の 中 で 石油 の 生成 は 行わ れ な いと 
云 ふ 論点 を 支持 し て 来 た の で ある 。 著者 
は 現世 堆積 物 中 に 沈 積 し た 有機 物 の 性 状 
を 詳細 に 研究 する こと に 依っ つて 央 水 , 半 
農水 , 淡水 等 の 堆積 物 に 液体 の 炭化 水素 


, 383~389, 


を 発見 する こと に 成功 し た 。 本 論文 は 著 
者 が 31 の 異 つ た 場所 ・( ル イジ 7 FIN 
Grand BY#RU Pelican By?, テキ サ 
AY Laguna madre 砂州 , メキ シコ 湾 
底 , カリ フォ キル = ニヤ マヤ 州 Santa Cruz 海底 
和 盆 ミシシッピ ビー 州 の 三角 州 , その 他 深 海 , 
WK, 沼地 等 ) か ら 得 た 65 ヶ の 現世 堆積 
物 に つい て 実験 を 行 つ た 結果 で 液体 炭化 
水素 の 発見 は 最近 の 石油 成因 論 に 関し て 
割 期 的 な も の と 云え る 。 実験 に 供し た 試 
料 は ドラ イア イス 中 で 冷凍 し , BRE 
HAT 50°C CBee L7KSBEE 2mm の 圧力 に 
PETE VC. ES CREE 2~3k 
に 粉砕 調 負 する 。 有 有機物 の 抽出 に 使用 す 
る 落 媒 の 選択 は 予備 的 実験 の 結果 体積 比 
で 二 硫 化 炭 素 (又は ベン ゼン)70%, アセ 
トン 15%, メタ ノー ル 159% の 混合 液 を 
JAY LSE TH Leto MHD 
は 窒素 気 半 で 落 媒 を 蒸発 除去 し , 650°F, 
15 時 間 反 応 再 生 せ し め た 活性 粉末 アル 
ミナ を 用い スー ド FT 7TECDRELR 
で in ニニ ペ タン AR 
アセ トン , AY¥J-NV CHS IZ BH L 
た 。 CORERRADT AY FTF VARIG 
ea EY CIFATT YERUO; 

』 RZR(GSMAEV FY, Teh 
Y%, AY I —-NCRADIHL, BA 
し 得 た 。 論文 に は 詳細 な 分 析 結 果 が 記載 
され て いる が , 2, 3. の 例外 を 除い て 一 般 
に 桂 状 断面 に 於 て 有機 物 の 量 は 深き に 比 
例 し て 増加 し , 遊離 の 炭化 水素 の 量 は 貢 
tei tC 9~11.700 p. p.m 見 出さ れ て 
WAo MR XY IBEOIT RU Santa 
Cruz RAO IT PoBRF—-7-EE 
括 す る と , CHD OMMICKUS 堆積 物 
中 に は 1 立方 マイ ル に 原 油 類似 の 炭化 水 
素 が 4,500,000~10,400,000. barrels 
BENTWWSEIERKRS BEINN 
DIRAGIKE OBYRICOW CT C14 ORES 
VRS AFUE CHEMRO EME BEL 


+ 


。 更に 炭化 水素 の 原料 と な る べき 海 楼 生 物 


OW TO HEME MATHS 
(Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 38, 
377~404, 1954) (3H) 


7667, SKETCH SA ORR 
Hubbert, M. K. j 

ENGR D EE “重力 説 ,, は 石油 探 胡 
上 有力 な ーー つの 基礎 を 与え る も の で は あ 
SMS, 併 し これ は 石油 及び ガス 集積 の 特 
別 な 場合 で あつ て , 相 伴 われ る 地下 水 が 
静 水 平衡 状態 に ある 場合 に の み 適合 され 
る べき も の で ある 。 それ 故 静 水 状態 の 場 
合 の みな ら ず , 動 水 状態 の 場合 に も 適用 
され る よう な , ょ より も つと 一 般 的 な 系 統 的 


説明 が 必要 で ある 。 石油 及び ガス は で そ - 


の 位置 と 環境 に 関し て 常に エネ ルギー を 
持つ て お り , この エネ ルギー は 単位 量 に 
つい て 言わ れる 時 , 或 る 流体 の 与え られ 
た 点 に 於 ける ポテ ン シ ャ ル と 呼ぶ 。 この 
ポテ ン シ ヤ ャ ル が 一 定 で な い 場 合 に は ポテ 
ン シ ャ ル が 減少 する 方 向 に 力 が 作用 し , 
ポテ ン シ ャ ル が 極小 或いは 最小 値 の 所 で 
Kitt Zo 石油 及び ガス の trap は 要 す 
る に より 高い ポテ ンジ ャ ネル と FEBS 
FREIND 2 つの 作用 で 包囲 され た ポテ ン シ 
ャ ル の 低い 場所 な の で ある 。 石油 と ガス 
の 移動 は 普通 に は 水 で 飽和 され た 環境 を 
通じ て 行わ れる 。 若 し も 水 が 静止 し て い 
る な ら ば , 油 と ガス の 等 位 面 (equipo- 
tential surface) は 水平 で あろ う 。 FED 
て 移動 は 上 方 に 向 つ て 垂直 に 行わ れる 。 
BIDBRZ ORAL CO4AE A Ht O trap 
で ある 。 若 し も 水 が 垂 直方 向 で な く 動い 
て いる な ら ば , 石油 と ガス の 待 位 面 は 
{EBtL, 従 つ て 石油 及び ガス の 移動 は 平 
行 に な ら ず , - 結局 は 分 散 し て 夫々 違 つ た 
trap を 形成 する こと に な ろう 。 動 水 状 
熊 下 に 於 ける 石油 或いは ガス の 集積 は 石 
油 GWA A) と 水 の 界 面 (interface) 
が 例外 な く , 


録 £939" 


evi ee te Ure ae 
Any = da pp Bo ae 


"に よっ つて 与え られ る 傾斜 角 を も つて いる 。 


2 界面 の スロ ー プ , pw= 水 の 密度 , 


Pox Bik (或いは ガス ) one, ニー 水 
平方 向 x に 於 ける 水 の ' potentiometric 
surface の え ロ ー プ の 成分 。 ON 
条件 下 で は 石油 歌い は ガス の trap は あ 
りき た り の 場所 に 生 ぜ ず , 例え ば 背 鈴 の 
YAR EBABON MOUS, 今 
ー の 側 の 水位 が 低い と いう よう な 非対称 
的 な 形 を な し て 生ずる 。 赤 一 般 に 完全 に 
FAB AN SILOS RWB, FOR 
和 構造, BABESICLT る 。 この 効果 
は 学説 的 に 敬 待 し 得る の みな ら ず , 殆ど 
あら ゆる 主要 な 産油 地域 で 実際 的 に 確 め 
bn, 少く と も 幾つ か の 省 油 層 に 於 て ば: 
1982 & HK 10 HRA» BH 100A AH 
斜 を 持つ 動 水 状態 の 場合 が 観察 され て い 
る 。 若 し も こ の ょ うな 多く の 石油 集積 の 
事実 を み の が さ な い よう に する た め に は 
我々 は 従来 の 層 位 と 構造 を EKRLTSA 
油 地質 学 の や り 方 に 加え て , 広域 的 な 三 
次 元 の 地下 水 学 の 知識 を 更に 充実 し て ゆ 
か な けれ ぼ ば な ら な いと 信ずる 。 (Bull. 
Am. Assoc. Petrol. Geol., 37, 1954 
~2026, 1953} (HAY 
7668, ヴェ ネズ エラ , Guarico hit 
部 Mercedes 地方 の 油田 
VO GN 
スグ の 首都 Caracas の 約 100 
喝 南 方 に 位置 する Mercedes, Palacio 及 
U Guavinita 油田 は Guarico por 
北部 を 占め て お り , 東部 ヴェ ネズ エラ フラ 地 
向 斜 盆地 の 南西 緑 に あ た つ て いる 。 Gre- 
ater Mercedes 地区 で は 1953 年 7 月 
C72 の 油層 か ら 産 油 し , 他 の 24 の 油層 
は 無 出 油 乃 至 廃 朽 し て いる 。1953 年 に は 
上 半期 まで に 日 産 24,340 バー レル の 産 
量 を 示し た 。 こ の 油田 地域 で 油 の 対象 


Joseph, 


ne 


$540" BBR HORE SB 


と な る の は は "Cretaceous: 並び に Oligo- 
cene の 地層 で ある が , 前 者 は この 地域 


で は Temblador 層 群 で 代表 され Mott- 


led, La Cruz, Infante 及び Guavin- 
ita ROW ORL REKK 分 され 
Zo その 層 厚 は 0~2,500R +, 後者 は 
下位 層 に 林 融 し て いる が , La Pascua, 
Roblecito 及び Chaguaramas 累 層 に 
区 分 され る 。 前 二 累 層 は その 厚 さ は この 
北部 地域 で は 最大 9,000 Re HOS, 

Mercedes 地区 で は . La Pascua Bett 
500 只 を 算 し , 砂岩 頁岩 比 は 平均 3/2 で , 
砂岩 は 入 層 を 算 え る 。 Roblecito BAe 
は その 層 厚 が 南東 部 Guarico で 0, 北西 
方 だ 7000 "RE CHATS. 海 成 黒色 ~ 
灰色 頁岩 が 優勢 的 で その 上 下部 は 周縁 相 
#74, Chaguaramas S/syx 1000 
~I400REET 4S. SHAW Cate 
化す る が 基本 的 に は RED SG AS 
で あぁ る 。 そ の 基 度 部 は Periquito iz, 上 
部 は Oficina 累 層 上 部 に 対比 され る こと 
が ,electric log か ら も 判定 され る 。 筆者 
等 は 詳細 な subsurface 資料 か ら 上 の よ 
引 な 対比 を 行う た また 適切 な electric= 
log correlation に 基 い て . 各 層 の isopach 
trends か ら La Pascua 及び Roblecito 
堆積 盆地 の 東 限 を 明か に し 得 た 。 な お 
Mercedes 地区 の 油 の 性 牙 は (その 主 な 
も の を あげ れ ば ) 次 の よう で ある 。 


CHE) La, Pascua ~Cret. 
API 34.6° 35.4° 
S% 0.66 0.62 


Saybolt viscosity 44” 42” 
at 100° 


Total gasoline & 24.9 19.5 
naphtha 

Kerosene distillate 14.8 21.8 
Diesel oil 20.0 17.0 
Low viscous lub. 12.9 9.6 
dist. 


Medium viscous lub. 5:8 8.0 
dist. 


Viscous lub. dist. cis 4.0- 
Residuum =” 21.3 20.0 
Distillation loss 0.3 0.1 
(Bull. Am.» Assoc. Petrol. Geol., 
37, 2705~2733, 1953) (an), 


7669, -#AII|Seeligson :‘HAcR 
Rit SG BO WIR Nanz, R. H. Jr. 

テキ サス 州 の Seeligson 油田 の 第 三 起 
REO Sikh 砂岩 は 標準 的 な レン ズ 状 に , 
発達 し , 砂岩 の 起源 , 性 質 , 分 布 が 研究 さ 
れ , 特 に 油 箸 と な つて いる 砂岩 が 石油 資源 
上 , 学術 上 重要 な 意味 を 有する の で 筆者 
が と くに と りあ ぁ あげ , 砂岩 に つい て facies 
map, cross section, isopach map を 
size に よ つ て 決定 し , shape より fence 
diagram を , 又 堆 積 物 の 性 質 と し て 岩 質 
の texture と し て grain-size distri- 
bution, grain form, grain orienta- 
tion, cementation を , 組成 と し て は 
total mineral, clay mineral, heavy 


mineral, bulk chemical, trace ele- 
ments, MeOH & L Tix pore-size 
distribution, permeability, porosity, 
color & Bx EF, 590 DL EO yhsgt & 
り cross section を 図示 し , 研究 O 
果 を 次 の 3 つっ にし た 。 (1) 砂岩 体 の 
external form, (2) 堆積 物 の texture, 
(3) 堆積 物 の composition, WMO 
は 53 の サン プル の 分 析 の 結果 を 図示 し , 
機械 分 析 の 結果 より 深き さ に よる 区 分 を 行 
つて 図示 し て いる 。 次 に 堆積 物 の 組成 よ 
り 鉄 物 と 岩石 選 に 分 け て Seeligson 砂 と 
現在 出来 て いる 砂 と を 比較 検討 し 岩石 片 
と し て chert, rhyolite Zi trachyte 28 
多く この 化学 分 析 及 び KORE EY A 
の 砂岩 は 火成岩 源 の も の 20%, ARE 
源 の も の 6%, 水 成 岩 源 の も の 46%, Fi 
土質 物 9%, 更に 方 解 石 の セ メ ン ト が 
19% ER DA RC RA 

Assoc. Petrol. Geol., 38, 9€~117, 


1954) (BAS) 


RE 報 


BAW BB wi 29 MA 6H 4 日 午前 東京 大 学 理学 部 二 号 館 講堂 で 開催 
Sn, 議事 を 究 議 承認 し た の ち , 午後 は 南 英 一 氏 の 「 鉄 泉 地 帯 の 讐 物 一 一 艇 に 秋田 
県 至 川 温泉 の 北 投 石 に こつ いて 」 LEAT SEM AD YD, つい で 次 の 一 般 講演 が 翌 
5 日 ま て 行わ れ な た 。 vs 

再び 幌別 鉄山 産 凛 鎧 アン チ モ ニ = ニー 録 物 に つい て (早瀬 喜太郎 )) FURRIERS 
興 田 村 産 コラ ンダ ム (BSIE=), ASEH (III) 光 軸 測定 装置 の 試作 
REE 49K, HED, 炭化 獣 素 の 研究 (I) RitBROARRHICOWT 

CHEE, DE), 鉄 石 の 鉄 物 別 分 析 法 の 研究 (IV) クロ ム 鉱 石 (今井 療 也 , AKER, 
長島 秀夫 う , 釜石 鉄山 産 黄 鉄 鉄 後 の lepidocrosite に つい て (HARE, BBM, 
和田 成人 BSR REN IR Rey eve (MnO) 及び パイ ログ ロア イト 
(Mn(OH),) を 含む 鉱石 に つい て (渡辺 武男 う , 石川 県 鍋 戸 鉄山 産 緑 鈴 鉄 (杉浦 精 治 ), 
福島 県 石川 産 そ モナ ズ 石 の 放射 人 秀 (ミグ マタ イト 産 鉱物 の 研究 第 10 報 ) (KRE), 
OLINGER OBESE ORR (早瀬 一 一 ), 鉄 物 及 び 岩 石 中 の 8 放射 線 の 測定 
に つい で CFI), FRAGA, 石灰 沢 及 び 出 合 附 近 の スカ ルン の 産 状 て 庁 
Ue. EE, HE, 加藤 敏郎 加藤 一 郎 ), 単 斜面 夏 の 光学 的 性 質 と 化学 成分 
と の 関係 ( 堀 福 太郎 ), BRAD RICO CLARK, 西村 新 一 , 其 川 正 頭 う 
GREORSEEL “Dipole” に つい て GBMIRE RED), POEEAT SARE 
Bizowt ( 要 石 類 の 研究 (1) ( 富 坂 武士 , 渋谷 五郎 ), BBB Soda-plagioclas 
の 大 工 的 生成 に つい て GEER, 島根 県 大 田 市 久利 町 松代 大 阪 松代 鉄山 産 イ ラ 
ィ ト に つい て CSBRLH, Wee; 長沢 敬之 助 )) $8320 polymorphism 
CREB), カオ リン 鉱物 の 加熱 春 化 に つい て (岩井 津 一 , 池田 川重 和 う , 新発田 
カオ リン 中 の 結晶 だ つい て CREBA), 秩父 鉱山 中 津 鉄 末 産 hisingerite 様 鉄 物 
に つて て (RR 高野 幸雄 ), 日 本 の 火山 灰 風 化 層 の 鉱物 学 前 断面 CARRS), 
沸 石 類 の 熱 水 反 応 に 関す る 研究 (LV) 濁 沸 石 の 熱 水 反応 , そ の 2 CMI, WBA 
IEE, 桐山 良一 ), AWALARAOMERA (含水 結晶 の 誘電 現象 第 8 報 ) 
(桐山 良一 ) 射場 本 秀子 , 小泉 光 恵 ) 438 日 に は 大 森 啓 一, BPK ME 
の 案内 に より 福島 県 石川 地方 の ペグ マタ イト 鉄 物 控 集 旅行 が 行わ れ た 。 


aE HS 1B SA (A+B) 


ea ow 正宏 石井 ME Me 良夫 AR BO 
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